
Title 幕末西洋行と中国見聞（一）

Author(s) 松沢, 弘陽; MATSUZAWA, Hiroaki

Citation 北大法学論集, 38(5-6上), 171-203

Issue Date 1988-07-20

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/16597

Type departmental bulletin paper

File Information 38(5-6)1_p171-203.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



¥¥輪ii

l脱|!幕
末
西
洋
行
と
中
国
見
聞

自

次

は
じ
め
に
西
力
東
漸
の
あ
と
を
た
ど
る
(
以
上
本
号
)

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
の
中
国

II む
す
び

(

一

)

松

沢

弘

陽

北法38(5-6・1-171)1207 



説

は
じ
め
に

論

徳
川
幕
府
は
、
万
延
元
(
一
八
六
ご
年
、
日
米
通
商
航
海
条
約
批
准
の
た
め
に
新
見
正
興
以
下
の
使
節
を
初
め
て
外
国
に
派
遣
し
た
の

を
始
め
と
し
て
、
幕
府
統
治
最
後
の
八
年
の
聞
に
、
七
回
に
わ
た
っ
て
欧
米
諸
国
に
使
節
を
派
遣
し
た
。

文
久
二
(
一
八
六
二
)
年
、
開
港
・
開
市
延
期
交
渉
と
西
洋
事
情
探
索
の
た
め
、
竹
内
保
徳
ら
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
六
国
へ
。

元
治
元
(
一
八
六
四
)
年
、
池
田
長
発
ら
を
横
浜
鎖
港
交
渉
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
へ
。

慶
応
元
(
一
八
六
五
)
年
、
横
浜
製
鉄
所
建
設
等
の
準
備
の
た
め
、
柴
田
剛
中
ら
を
フ
ラ
ン
ス
へ
。

同
ニ
(
一
八
六
六
)
年
、
国
境
画
定
商
議
の
た
め
、
小
出
秀
実
ら
を
ロ
シ
ア
へ
。

同
三
(
一
八
六
七
)
年
、
軍
艦
購
入
交
渉
の
た
め
小
野
友
五
郎
ら
を
ア
メ
リ
カ
へ
。

周
年
、
徳
川
昭
武
の
パ
リ
万
国
博
訪
問
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
巡
遊
の
た
め
、
首
席
随
員
・
駐
仏
公
使
向
山
隼
人
正
以
下
を
フ
ラ
ン
ス
へ
。

幕
府
は
、
こ
れ
と
併
行
し
て
、
欧
米
諸
国
に
留
学
生
団
を
送
っ
た
。
文
久
ニ
(
一
八
六
二
)
年
オ
ラ
ン
ダ
へ
、
慶
応
元
(
一
八
六
五
)
年

ロ
シ
ア
へ
、
同
二
(
一
八
六
六
)
年
英
国
へ
、
同
三
(
一
八
六
七
)
年
フ
ラ
ン
ス
へ
、
が
そ
の
主
な
も
の
で
あ
る
。

他
方
幕
府
に
対
抗
す
る
薩
長
両
藩
も
、
長
州
藩
が
文
久
三
(
一
八
六
三
)
年
い
ち
早
く
英
国
に
留
学
生
を
密
行
さ
せ
た
の
を
皮
切
り
に
、

薩
摩
藩
は
慶
応
元
(
一
八
六
五
)
年
・
二
年
の
二
次
に
わ
た
り
大
規
模
な
使
節
・
留
学
生
団
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
に
密
行
さ
せ
、
同

三
(
一
八
六
七
)
年
の
パ
リ
万
国
博
に
は
岩
下
左
次
衛
門
ら
藩
独
自
の
使
節
団
を
送
っ
て
公
然
と
幕
府
の
権
威
に
挑
戦
し
た
。
慶
応
二
年
幕

府
が
留
学
・
渡
航
の
禁
を
解
く
や
、
福
岡
、
佐
賀
、
金
沢
、
熊
本
、
徳
山
、
仙
台
等
大
小
の
諸
藩
が
競
っ
て
留
学
生
を
送
り
出
し
た
。

こ
の
よ
う
な
使
節
と
随
員
・
従
者
あ
る
い
は
留
学
生
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
全
て
に
と
っ
て
、
西
洋
行
は
、
西
洋
と
の
最
初
の
出
会
い
で
あ
る

と
と
も
に
、
中
国
と
の
最
初
の
対
面
の
機
会
で
も
あ
っ
た
。
彼
ら
が
あ
い
次
い
で
西
洋
に
向
か
っ
た
こ
の
時
期
に
、
西
洋
の
圧
力
に
よ
っ
て
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幕末西洋行と中国見開(ー)

開
国
し
た
中
国
と
西
洋
世
界
と
の
交
渉
は
、
両
面
に
お
い
て
変
容
し
つ
つ
あ
っ
た
。
一
方
で
は
、
中
国
本
土
諸
港
特
に
上
海
と
香
港
で
の
西

洋
諸
国
と
の
貿
易
や
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
が
活
発
化
し
、
他
方
で
は
、
人
口
圧
力
と
戦
乱
の
た
め
に
、
大
量
の
中
国
人
が
移
民
・
苦
力
・
亡
命

者
等
と
し
て
国
外
に
押
し
出
さ
れ
、
南
北
ア
メ
リ
カ
の
太
平
洋
岸
と
東
南
ア
ジ
ア
の
多
く
の
港
と
後
背
地
の
中
国
人
社
会
を
膨
張
さ
せ
、
ま

た
新
た
に
形
成
し
て
い
た
。
西
洋
勢
力
が
中
国
に
侵
入
す
る
反
面
で
、
中
国
人
は
南
北
ア
メ
リ
カ
諸
国
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
西
力
東
漸

の
あ
と
で
あ
る
諸
植
民
地
と
に
い
わ
ば
逆
流
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
た
か
も
こ
の
時
期
、
日
本
か
ら
西
洋
に
渡
る
船
旅
は
、
多
く
の
場

合
、
上
海
・
香
港
を
ふ
り
出
し
に
西
力
東
漸
が
も
た
ら
し
た
諸
港
を
乗
り
つ
い
で
ゆ
く
旅
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
西
洋
を
目
ざ
す
日
本
人
は
、

寄
港
地
ご
と
に
、
ま
た
長
い
航
海
の
船
中
で
も
、
さ
ら
に
目
的
地
で
あ
る
西
洋
で
も
、
中
国
お
よ
び
中
国
人
と
、
あ
る
い
は
期
待
し
た
交
渉

を
も
ち
、
あ
る
い
は
思
い
が
け
ぬ
出
会
い
を
経
験
し
た
。
こ
う
し
て
一
八
六

0
年
代
を
通
じ
て
、
日
本
人
の
西
洋
行
は
、
そ
の
副
産
物
と
し

て
初
め
て
の
中
国
経
験
を
と
も
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
貿
易
や
情
報
収
集
の
た
め
の
上
海
渡
航
を
別
と
す
れ
ば
、
同
時
期
の
唯
一
の
中
国

経
験
の
機
会
で
あ
り
、
そ
の
規
模
に
お
い
て
も
前
者
に
匹
敵
す
る
も
の
だ
っ
た
。

一
八
六

0
年
代
の
西
洋
行
を
通
じ
て
、
彼
ら
の
西
洋
観
は
一
変
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
彼
ら
の
中
国
観
の
変
容
を
と
も
な
っ
て
い
た
。
彼

ら
の
多
く
は
帰
国
後
、
明
治
新
政
府
成
立
の
後
に
も
、
外
交
を
始
め
政
府
内
外
の
諸
分
野
で
重
要
な
役
割
を
演
じ
、
彼
ら
の
発
言
や
著
作
は
、

日
本
人
の
世
界
像
が
、
中
国
や
日
本
を
中
心
と
す
る
華
夷
秩
序
的
な
そ
れ
か
ら
、
欧
米
を
頂
点
と
す
る
「
開
化
」
の
段
階
的
な
そ
れ
へ
と
転

換
す
る
の
に
寄
与
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
の
う
ち
万
延
元
年
の
遣
米
使
節
団
の
中
国
経
験
を
扱
っ
た
前
稿
を
う
け
て
、
小
論
で
は
文
久
二
年
の
遣
欧
使
節
団
か
ら
明

治
四
(
一
八
七
一
)
年
の
日
清
修
好
条
規
締
結
に
い
た
る
ま
で
の
期
間
に
西
洋
に
赴
い
た
使
節
団
・
留
学
生
の
メ
ン
バ
ー
の
中
国
お
よ
び
中

国
人
と
の
出
会
い
と
中
国
観
を
示
す
記
録
の
一
部
を
、
-
西
洋
本
国
か
ら
東
洋
へ
の
植
民
地
と
条
約
港
と
い
う
西
力
東
漸
の
連
鎖
を
た
ど
る

途
上
で
、

H
ま
た
西
洋
本
国
に
い
た
っ
て
も
、
中
国
に
出
会
う
と
い
う
場
に
即
し
て
紹
介
し
、
一
応
の
分
析
を
試
み
た
い
。
そ
こ
で
の
関
心

北法38(5-6・I・173)1209



説

は
、
彼
ら
が
、
ど
こ
で
何
を
見
聞
し
た
か
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
視
角
か
ら
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
だ
っ
た
の
か
。

ま
た
そ
の
よ
う
な
見
聞
を
何
に
引
照
し
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
の
か
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
分
析
の
上
で
、
彼
ら
の
中
国
観
さ
ら
に
は

そ
の
枠
組
を
な
す
世
界
像
の
変
容
、
ま
た
そ
れ
ら
を
前
提
と
す
る
対
中
国
政
策
の
構
想
に
及
び
た
い
。

論

西
力
東
漸
の
あ
と
を
た
ど
る

条
約
港
上
海
に
て

こ
の
時
期
に
、
西
廻
り
で
ア
メ
リ
カ
東
部
に
渡
る
グ
ル
ー
プ
ま
で
含
め
て
、
西
洋
を
目
ざ
す
人
々
の
多
く
が
最
初
に
寄
港
し
た
の
は
上
海

だ
っ
た
。
ア
へ
ン
戦
争
で
の
敗
北
と
南
京
条
約
に
よ
っ
て
一
八
四
三
(
道
光
三
)
年
に
開
港
し
て
後
、
す
で
に
英
・
仏
・
米
租
界
が
各
国
人

居
住
の
特
別
地
域
と
し
て
設
定
さ
れ
、
一
八
六
三
(
同
治
二
)
年
に
は
、
英
米
両
租
界
が
合
併
し
て
共
同
租
界
を
形
成
し
た
。
上
海
は
中
国

1 と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
本
国
と
を
結
ぶ
商
業
航
路
の
終
点
と
し
て
、
英
仏
両
国
の
本
国
か
ら
東
ア
ジ
ア
に
延
び
る
植
民
地
と
条
約
港
の
連
鎖
の
末
端

と
な
り
、
六

0
年
代
に
は
既
に
広
東
を
抜
い
て
中
国
に
お
け
る
最
大
の
貿
易
量
を
記
録
し
て
い
た
。
租
界
に
は
各
国
の
商
社
が
立
ち
な
ら
び

そ
の
聞
に
領
事
館
や
ホ
テ
ル
や
教
会
等
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
租
界
の
南
に
は
県
域
を
中
心
に
し
て
古
く
か
ら
の
中
国
人
の
上
海
が
ひ
ろ
が
っ

て
い
た
。
道
台
や
知
県
の
宮
署
が
お
か
れ
た
県
域
に
代
表
さ
れ
る
古
く
か
ら
の
中
国
と
、
租
界
に
象
徴
さ
れ
る
中
国
に
食
い
入
っ
た
新
来
の

西
洋
勢
力
と
、
中
国
側
の
表
現
に
従
え
ば
「
城
裡
」
と
「
夷
界
」
と
に
代
表
さ
れ
る
二
つ
の
世
界
が
き
び
し
く
対
崎
し
つ
つ
あ
い
交
わ
っ
て

い
た
。
し
か
も
太
平
天
国
軍
が
揚
子
江
デ
ル
タ
を
制
圧
す
る
に
い
た
っ
て
、
膨
大
な
難
民
が
「
城
裡
」
か
ら
溢
れ
出
し
て
租
界
に
流
入
す
る

に
お
よ
ん
で
、
租
界
の
官
憲
は
こ
れ
ら
中
国
人
に
対
し
て
権
力
を
行
使
す
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
、
太
平
天
国
軍
に
対
抗
す
る
た
め
県
域

内
や
域
外
に
ま
で
各
国
軍
隊
を
駐
屯
さ
せ
る
な
ど
、
中
国
に
食
い
込
ん
だ
西
洋
勢
力
が
中
国
を
そ
の
中
に
取
り
込
む
状
況
が
現
わ
れ
て
い
た
。

北法38(5-6・1'174)1210 



ま
た
中
国
の
内
部
で
は
、
一
八
六

0
年
代
、
い
わ
ゆ
る
同
治
中
興
の
時
期
を
通
じ
て
、
上
海
は
洋
務
派
の
形
成
の
最
も
有
力
な
基
盤
と
な
り
、

曽
国
藩
や
李
鴻
章
ら
の
下
の
道
・
県
レ
ベ
ル
の
官
人
の
聞
に
新
し
い
動
き
が
始
ま
っ
て
い
た
。
幕
府
や
諸
藩
の
土
人
は
、
日
本
を
出
て
始
め

て
こ
の
よ
う
な
上
海
に
寄
港
し
、
船
待
ち
を
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
行
き
の
便
船
に
乗
り
、
帰
路
に
も
同
様
に
、
暫
く
の
上
海
滞
在
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

幕末西洋行と中国見聞(ー)

彼
ら
が
そ
こ
で
何
を
、
ど
の
よ
う
な
角
度
か
ら
見
聞
し
た
か
。
綿
括
的
な
上
海
見
聞
記
の
一
例
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
旅
行
者
の
中
で
上

海
滞
在
を
最
も
多
く
重
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
幕
臣
杉
浦
愛
蔵
の
手
記
の
一
節
を
引
こ
う
。

寸
(
一
月
l
)
六
日
暁
、
揚
子
江
口
に
達
す
、
江
広
く
し
て
涯
限
な
く
、
蒼
波
紗
詰
た
り
、
三
時
呉
松
江
に
抵
り
(
陳
化
成
戦
死
之
故
跡
)

五
時
上
海
に
抵
り
下
訂
す
、
七
日
上
陸
し
て
英
の
客
舎
に
止
宿
す
、
此
問
:
:
:
上
海
遊
歩
の
事
有
、
客
舎
江
に
臨
み
風
致
尤
佳
、
一
目
千

里
に
て
帆
植
の
煙
に
連
り
、
旗
蹄
の
風
に
麿
け
る
を
見
て
通
商
の
盛
な
る
を
知
り
、
西
人
南
客
一
食
し
て
歓
語
相
接
す
る
を
聞
く
、
通
信

の
実
な
る
を
覚
ゆ
、
此
江
水
深
く
し
て
、
巨
艦
を
岸
際
ま
で
容
る
る
に
足
れ
り
、
碇
舶
の
船
凡
五
百
躍
は
か
り
も
あ
り
と
聞
り

上
海
の
瀕
江
の
地
、
皆
外
国
人
居
留
し
、
青
欄
白
壁
相
列
り
、
頗
る
欄
密
た
り
、
内
地
の
人
家
も
接
続
し
て
商
業
盛
な
り
と
見
ゆ
、
城

中
周
囲
瓦
摘
に
て
九
門
四
衝
に
通
し
、
街
路
棋
局
の
ご
と
く
分
れ
、
内
地
の
人
姻
欝
々
と
し
て
雑
沓
甚
し
と
い
へ
と
も
、
媛
屋
低
槍
櫛
比

狭
陸
、
飲
嘩
肉
庖
臭
気
鼻
を
穿
ち
、
不
潔
尤
甚
し
、
霊
門
は
仏
の
兵
に
て
守
り
、
税
館
有
、
英
の
士
官
を
雇
て
管
す
、
壬
寅
の
後
名
は
所

轄
に
属
す
と
い
え
と
も
、
其
実
は
英
仏
版
籍
に
入
し
も
同
然
な
り
、
尤
商
法
は
外
国
人
に
托
せ
し
よ
り
遺
漏
尽
く
補
ひ
客
歳
税
額
凡
四
百

万
弗
に
い
た
れ
り
と
い
へ
り
」

な
お
、
同
じ
筆
者
が
こ
の
上
海
滞
在
中
、
父
に
宛
て
た
手
紙
の
一
節
。

「
正
月
六
日
漸
く
呉
治
江
ニ
入
り
上
海
に
い
た
り
、
翌
人
々
一
向
上
陸
い
た
し
申
候
、
:
:
:
此
地
道
光
壬
寅
阿
片
之
乱
よ
り
陳
化
成
討

死
し
、
其
後
漸
く
開
け
此
節
ニ
而
は
外
国
人
居
留
之
拒
館
建
連
り
、
船
艦
凡
五
百
鰻
計
も
入
津
い
た
し
居
、
繁
華
之
地
ニ
相
見
へ
候
、
旅

北法38(5-6・1.175)1211 



説

宿
ハ
英
人
之
旅
庖
-
一
而
頗
る
大
慶
相
応
奇
麗
ニ
有
之
、
食
物
等
牛
豚
、
雑
魚
其
他
色
々
之
美
味
あ
る
も
宜
敷
、
翌
八
日
処
々
遊
歩
い
た
し

候
、
支
那
市
庖
江
も
参
り
候
処
、
西
洋
人
之
住
宅
ニ
比
す
れ
ば
仙
凡
の
相
違
あ
り
、
乍
然
看
板
其
外
も
至
而
文
雅
ニ
相
見
へ
、
日
本
人
を

珍
ら
し
か
り
数
百
人
口
々
に
シ
ャ

1
ハ
ン
ニ
!
ス
即
日
本
人
と
い
ふ
事
な
り
唱
へ
付
歩
行
、
筆
屋
、
本
屋
等
も
皆
筆
談
ニ
而
相
分
り
申
候
、

群
隠
拭
い
た
り
候
-
一
付
鞭
を
揮
て
払
い
候
へ
ハ
、
棺
退
き
又
々
来
り
始
と
蝿
之
知
く
当
惑
仕
候
、
支
那
ハ
瀬
情
愚
恒
に
し
て
英
仏
人
に
賎
仕

懐
辱
さ
る
る
事
甚
し
、
英
仏
之
東
洋
に
志
を
専
に
す
る
事
恐
る
へ
し
」

揚
子
江
を
遡
っ
て
黄
浦
江
に
入
り
、
上
海
に
滞
在
す
る
問
、
人
々
の
眼
前
に
は
中
国
の
明
暗
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
が
姿
を
現
す
。
彼
ら
の
多

く
が
先
ず
目
を
こ
ら
し
、
感
慨
に
ふ
け
っ
た
の
は
、
ア
へ
ン
戦
争
に
奮
戦
し
て
艶
れ
た
勇
将
江
南
提
督
陳
化
成
の
故
地
、
呉
融
砲
台
の
廃
櫨

で
あ
る
。
会
津
の
儒
者
佐
原
盛
純
は
、
フ
ラ
ン
ス
行
の
往
復
い
ず
れ
の
記
録
に
も
陳
化
成
を
し
の
ん
で
「
覚
エ
ス
慨
然
涙
セ
リ
」
、
ま
た
「
陳

化
成
戦
没
ノ
処
今
其
墳
基
ア
リ
ト
云
フ
恨
ム
ラ
ク
ハ
弔
ス
ル
事
ヲ
得
サ
ル
ナ
リ
」
と
記
し
て
い
る
。
ア
へ
ン
戦
争
に
お
い
て
、
「
聖
人
の
道
」

が
行
わ
れ
て
い
る
は
ず
の
中
国
が
「
洋
夷
L

に
敗
北
を
喫
し
た
こ
と
は
、
同
時
代
の
日
本
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
が
著

さ
れ
た
。
暗
君
と
悪
政
の
ゆ
え
に
蛮
夷
に
敗
れ
国
運
傾
く
と
い
う
中
国
像
が
、
日
本
の
識
者
の
間
に
ひ
ろ
ま
り
、
逆
に
そ
の
暗
黒
を
背
景
に

林
則
徐
や
陳
化
成
の
誠
忠
勇
武
が
一
層
光
を
放
ち
、
讃
仰
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
陳
化
成
の
忠
勇
の
追
憶
は
清
朝
官
人
の
頑
廃
へ
の
批

判
と
結
び
つ
い
た
。

5命

「
さ
し
も
広
大
に
築
き
た
る
砲
台
の
荒
廃
し
て
、
夕
陽
時
鳥
い
と
物
淋
し
く
、
当
年
巨
砲
轟
天
酸
煙
蔽
空
、
清
英
両
国
道
光
壬
寅
の
戦
に

陳
化
成
の
忠
勇
な
る
も
、
栄
尽
き
計
窮
り
寛
に
討
死
せ
し
を
追
懐
す
れ
ハ
、
廟
廊
の
官
吏
御
旗
の
道
を
謬
り
、
懐
柔
の
義
を
忘
れ
散
慢
自

ら
尊
と
し
、
陳
暴
失
挙
数
年
の
兵
禍
を
招
き
、
添
毒
生
空
に
蒙
ら
し
め
堂
々
故
国
惨
辱
を
水
国
に
受
く
、
」

さ
て
訪
欧
の
日
本
人
旅
行
者
を
乗
せ
た
船
は
、
大
抵
英
国
租
界
の
「
バ
ン
ド
」
の
前
に
錨
を
下
し
、
一
行
は
、
租
界
内
の
欧
米
人
経
営
の

ホ
テ
ル
に
投
宿
す
る
。
彼
ら
は
、
欧
米
の
商
社
の
社
員
か
領
事
館
員
を
エ
ス
コ

l
ト
の
よ
う
に
し
て
租
界
内
を
見
物
し
、
幕
府
の
使
節
・
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留
学
生
団
の
場
合
に
は
各
国
領
事
と
表
敬
訪
問
の
交
換
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

し
か
し
上
海
を
訪
れ
た
日
本
人
で
、
西
洋
世
界
へ
の
知
的
関
心
に
富
む
人
々
が
、
上
海
の
西
洋
人
世
界
の
う
ち
で
と
り
わ
け
強
い
興
味
を

示
し
た
の
は
、
租
界
の
内
外
に
わ
た
る
、
西
洋
人
宣
教
師
の
経
営
す
る
出
版
や
教
育
の
施
設
だ
っ
た
。
幕
府
の
パ
リ
万
国
博
派
遣
使
節
の
随

員
渋
沢
栄
一
の
日
記
は
、
彼
ら
の
目
に
、
在
中
宣
教
師
の
活
動
が
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
か
を
示
し
て
興
味
深
い
。

「
此
の
地
悌
園
の
教
師
支
那
の
風
瞳
と
な
り
講
堂
を
聞
き
教
誘
す
る
者
あ
り
亦
欧
人
の
支
那
撃
を
研
究
す
る
矯
め
設
し
書
院
も
あ
り
て

都
て
歌
人
の
東
洋
撃
を
修
行
す
る
者
皆
教
法
の
人
に
て
其
園
の
教
法
の
由
来
す
る
所
を
推
し
究
め
考
謹
の
資
と
し
且
其
教
を
弘
め
ん
と
せ

る
よ
り
其
宗
旨
の
積
金
よ
り
修
行
の
入
費
を
出
せ
る
よ
し
」

渋
沢
は
お
そ
ら
く
そ
の
ち
が
い
を
知
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
こ
の
文
の
最
初
の
セ
ン
テ
ン
ス
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
、
そ
の
後
は
プ
ロ
テ
ス

幕末西洋行と中国見開(ー)

タ
ン
ト
の
伝
道
の
特
徴
を
よ
く
と
ら
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
中
国
へ
の
伝
道
に
お
い
て
は
カ
ト
リ
ッ
ク
が
先
ん
じ
て
お
り
、
南
京
条
約
締

結
後
い
ち
早
く
布
教
を
再
開
し
て
い
た
。
渋
沢
ら
が
訪
れ
た
「
仏
国
の
教
師
」
の
「
講
堂
」
は
、
お
そ
ら
く
上
海
西
郊
徐
家
匪
に
再
建
さ
れ

た
一
七
世
紀
末
の
天
主
堂
「
老
堂
」
と
関
連
の
施
設
だ
ろ
う
。
こ
こ
は
江
南
に
お
け
る
イ
エ
ス
ズ
会
の
根
拠
地
で
あ
り
、
や
が
て
日
中
関
係

の
舞
台
に
も
登
場
す
る
洋
務
派
の
す
ぐ
れ
た
知
識
人
馬
相
伯
・
馬
建
忠
兄
弟
も
こ
の
地
に
設
け
ら
れ
た
徐
匪
公
学
に
学
ん
だ
。
そ
し
て
カ
ソ

リ
ッ
ク
の
宣
教
師
は
、
早
く
か
ら
中
国
服
を
ま
と
い
中
国
語
を
話
し
て
、
中
国
人
の
間
へ
、
中
国
の
内
陸
へ
積
極
的
に
入
り
こ
ん
で
い
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
メ
ド
ハ

1
ス
ト
(
当
・
戸
冨
ω
岳
民
兵
麦
都
思
)
、
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
(
完

E
C
E
5包
慕
維
廉
)
、
ワ
ィ
リ

1

2
・
宅
三
ぽ

偉
烈
亜
力
)
(
以
上
い
ず
れ
も
ロ
ン
ド
ン
宣
教
会

l
F。
E
S
富
町
包
O

口
同
弓
印
。

n
E
1、
プ
リ
ジ
マ
ン
(
同
ゎ
・
∞
円
問
。

mosg禅
治
文

l
ア

メ
リ
カ
ン
・
ボ
1
ド
)
ら
を
送
っ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
一
歩
出
遅
れ
て
、
こ
の
時
期
に
は
、
彼
ら
の
伝
道
活
動
の
主
力
は
伝
道
の
基
礎
づ

く
り
と
し
て
の
文
書
の
出
版
に
お
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
聖
書
の
み
な
ら
ず
西
洋
世
界
と
そ
の
文
明
全
般
を
、
中
国
語
で
中
国
人
の
思
考

に
即
し
て
紹
介
し
、
他
方
中
国
の
社
会
と
文
化
を
英
語
で
母
国
に
知
ら
せ
る
と
い
う
両
面
の
作
業
で
あ
り
、
こ
こ
に
ぎ
ぽ
包

O
B弓
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説

凹

E
o
-
o担
M
O
叱
と
も
い
う
べ
き
学
者
と
そ
の
お
び
た
だ
し
い
著
作
が
生
れ
る
。
と
り
わ
け
、
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
の
『
地
理
全
志
』
『
大
英
国
志
』
、

プ
リ
ジ
マ
ン
の
『
暇
邦
志
略
』
、
さ
ら
に
英
米
宣
教
師
の
中
文
雑
誌
『
六
合
叢
談
』
と
『
中
外
新
報
』
、
上
海
在
住
英
米
人
の
新
聞
ミ
。
司
、

s
n
p宮ぬ

岡
町
否
定
の
中
文
版
と
い
う
べ
き
『
上
海
新
報
』
等
々
、
い
ず
れ
も
日
本
国
内
で
広
く
流
布
し
、
右
記
の
中
、
『
地
理
全
志
』
か
ら
『
中
外
新
報
』

論

ま
で
は
、
官
版
を
含
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
日
本
版
が
刊
行
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
れ
ら
の
中
国
風
に
表
記
さ
れ
た
著
者
た
ち
の
名
前
と
書
名

は
、
日
本
の
識
者
の
脳
裡
で
、
上
海
と
い
う
土
地
や
、
墨
海
書
館

(
F
o
邑
g
冨

g
z
g司弓
ω
R
s
q
司
B
g
)
・
美
、
華
書
館
(
〉
日
常

-ng

司
5
喜
三
司
宮
口
司
円

gm)等
の
出
版
組
織
の
名
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
こ
う
し
て
た
と
え
ば
、
幕
府
の
英
国
留
学
生
団
取
締
役
と
し
て
渡
英
し

た
聖
堂
御
儒
者
中
村
敬
輔
は
、
そ
の
遥
か
前
に
メ
ド
ハ

1
ス
ト
の
詩
経
英
訳
を
読
ん
で
い
た
は
)
、
上
海
を
訪
れ
た
と
く
に
英
学
系
の
知
識
人

は
、
何
を
お
い
て
も
彼
の
岡
高
、
号
、
二
ミ

S
宮
内
崎
町
包
ミ

S
Q
q・
M
g
z・
2
2ち
R
Z誌
を
求
め
よ
う
と
し
た
。
元
治
元
年
の
池
田
遣

仏
使
節
団
も
、
最
初
の
寄
港
地
上
海
の
あ
わ
た
だ
し
い
滞
在
の
聞
に
、
『
漢
英
対
訳
辞
書
』
(
メ
ド
ハ

l
ス
ト
の
そ
れ
だ
ろ
う
)
一
冊
、
『
漢
英

対
訳
四
書
』
(
香
港
の
項
で
見
る
レ
ッ
グ
の
そ
れ
か
)
一
冊
、
『
数
理
精
誼
』
七
二
冊
を
、
「
陸
軍
所
」
の
た
め
に
買
い
入
れ
て
送
り
出
し
て
い

る
。
そ
し
て
英
語
を
知
ら
ぬ
人
々
の
中
に
は
、
『
地
理
全
志
』
の
よ
う
な
書
物
を
西
洋
行
の
船
中
に
も
携
え
て
読
み
、
西
洋
に
着
く
日
に
備
え

る
者
も
い
た
の
で
あ
る
。

日
本
人
旅
行
者
は
さ
ら
に
県
域
を
訪
れ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
先
ず
、
租
界
内
の
洋
風
建
築
、
ガ
ス
燈
に
よ
る
照
明
、
道
路
や
下
水
を
始
め

と
す
る
公
衆
衛
生
の
整
備
と
、
県
域
内
の
商
庖
・
住
居
・
街
路
や
人
間
の
不
潔
不
衛
生
と
、
そ
し
て
租
界
の
秩
序
と
県
城
内
の
無
秩
序
と
の

対
照
は
大
き
な
衝
撃
だ
っ
た
。

彼
ら
の
多
く
に
共
通
す
る
「
域
裡
」
訪
問
の
動
機
は
、
古
書
や
筆
墨
な
ど
、
日
本
で
古
く
か
ら
珍
重
さ
れ
た
来
た
中
国
の
伝
統
文
化
の
産

物
を
購
う
こ
と
だ
っ
た
。
幸
い
筆
談
の
お
か
げ
で
用
を
足
し
、
上
海
事
情
な
ど
を
尋
ね
る
こ
と
も
出
来
た
。
し
か
し
、
「
彼
下
賎
の
民
と
雄
も

稀
に
最
も
能
書
あ
り
。
文
化
の
国
驚
入
候
」
と
い
っ
た
高
い
評
価
は
ま
れ
で
、
む
し
ろ
「
尋
常
の
品
の
み
に
て
奇
品
な
し
」
と
い
う
期
待
は
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ず
れ
の
声
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。

幕末西洋行と中国見聞(ー)

使
節
や
留
学
生
団
が
幕
府
の
そ
れ
で
あ
る
場
合
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
行
先
国
の
領
事
に
公
式
訪
問
を
す
る
ほ
か
に
、
上
海
道
台
と
の
聞

に
表
敬
訪
問
が
問
題
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
歩
兵
頭
並
川
路
太
郎
と
聖
堂
御
儒
者
中
村
敬
輔
を
取
締
役
と
す
る
幕
府
最
初
の
留
学
生
団
は
、

こ
れ
に
積
極
的
だ
っ
た
。
両
取
締
役
の
道
台
訪
問
の
様
子
を
川
路
の
日
記
に
は
こ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
往
く
往
く
彼
の
上
海
域
門
に
到
り
、
第
一
門
を
入
る
。
こ
れ
は
江
戸
な
れ
ば
浅
草
見
附
位
の
慮
と
思
へ
り
。
門
の
形
孤
の
如
く
に
し
て

内
に
は
瞳
路
あ
り
。
雨
傍
貧
市
あ
り
。
凡
そ
先
づ
東
海
道
水
口
城
下
町
位
の
も
の
な
り
。
そ
の
狭
く
汚
き
こ
と
嘆
息
す
べ
し
。
城
門
を
過

ぐ
る
雨
三
四
に
し
て
:
:
:
中
門
を
入
る
。
こ
れ
に
て
下
輿
す
。
此
慮
は
支
那
の
官
舎
な
り
、
一
人
出
迎
へ
た
る
支
那
の
吏
あ
り
。
是
れ
上

海
の
道
蓋
な
り
。
道
蔓
は
鎮
台
と
均
し
き
も
の
に
て
、
其
位
三
品
、
蘇
洲
松
江
の
二
省
を
支
配
す
る
も
の
な
り
。
道
憂
に
伴
は
れ
て
前
殿

に
到
る
。
:
:
:
吾
ら
四
名
道
蔓
と
愛
に
話
せ
り
。
此
行
は
一
種
中
村
敬
輔
支
那
筆
者
な
り
と
て
教
師
、
道
蓋
と
遇
は
し
め
ん
と
し
て
今
日

出
行
し
た
る
な
り
。
且
つ
敬
輔
、
安
井
仲
平
の
著
述
『
管
子
纂
註
』
を
漢
土
に
贋
め
ん
と
持
来
り
た
り
。
有
暫
っ
て
右
『
管
子
纂
註
』
を

出
し
て
道
蓋
に
贈
る
。
道
重
深
く
感
謝
の
檀
に
て
歓
語
筆
談
せ
り
。
僕
特
別
に
贈
物
な
き
も
不
偏
な
る
故
偶
々
持
来
れ
る
浅
野
中
書
氏

(
!
長
俳
)
の
書
蓋
敷
枚
を
道
肇
に
贈
り
た
り
。
彼
多
謝
し
て
日
く
、
他
日
拙
作
一
篇
を
以
て
謝
せ
ん
と
云
ふ
。
道
蓋
姓
名
は
耀
費
時
、
人

物
至
っ
て
温
和
な
り
。
暫
く
あ
っ
て
又
奥
殿
に
伴
ひ
ゆ
く
。
酒
食
を
饗
膳
せ
り
。
終
っ
て
新
出
の
詩
文
集
五
巻
を
贈
り
く
れ
た
り
。
今
日

同
行
し
た
る
英
の
書
記
官
は
甚
だ
清
音
を
能
く
し
且
つ
漢
詩
文
を
も
成
せ
り
。
本
日
筆
談
の
ほ
か
教
師
な
ど
の
通
解
は
右
書
記
官
之
を
成

せ
り
。
承
れ
ば
北
京
に
五
年
在
留
し
て
撃
び
た
る
よ
し
。
L

文
中
の
「
教
師
」
は
一
行
に
付
添
っ
た
英
国
海
軍
の

L
・

w
・
ロ
イ
ド
で
あ
り
、
彼
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
一
行
が
麿
費
時
に
贈
っ
た
安
井

息
軒
の
『
管
子
纂
註
』
は
聖
堂
教
授
方
一
同
か
ら
托
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
日
本
の
儒
者
の
、
伝
統
的
学
芸
の
先
達
と
し
て
の
中
国
の
官
人

に
対
す
る
敬
意
が
、
彼
の
好
意
に
よ
っ
て
応
え
ら
れ
、
和
や
か
な
交
歓
が
生
れ
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
あ
わ
せ
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
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説

英
国
領
事
館
の
「
書
記
官
」
が
中
国
語
に
通
じ
中
国
の
詩
文
も
よ
く
す
る
こ
と
へ
の
、
幕
府
高
官
の
家
に
育
ち
漢
学
の
素
養
も
豊
か
な
筆
者

の
驚
き
で
あ
る
。
や
が
て
見
る
よ
う
に
、
こ
の
驚
き
は
他
の
漢
学
派
知
識
人
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
旅
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
一
層
強

ま
っ
て
ゆ
き
、
つ
い
に
は
中
国
や
日
本
に
お
け
る
学
問
や
文
化
の
あ
り
方
へ
の
反
省
を
も
促
が
す
の
で
あ
る
。

こ
の
訪
門
の
二
月
後
、
徳
川
昭
武
以
下
の
パ
リ
万
国
博
派
遣
使
節
団
が
上
海
に
到
着
す
る
。
到
着
早
々
に
米
仏
両
国
の
領
事
や
提
督
た
ち

の
表
敬
訪
問
が
あ
り
、
そ
の
後
上
海
道
台
の
下
僚
が
道
台
の
代
理
と
し
て
表
敬
に
訪
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
使
節
団
の
調
役
杉
浦
愛
蔵
は
、

こ
と
の
経
緯
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
彼
の
所
見
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
上
海
道
台
支
配
局
張
秀
員
、
陳
福
動
来
り
、
道
台
名
札
並
銘
々
名
札
を
出
し
て
御
起
居
を
伺
ふ
、
両
人
と
も
身
分
卑
し
か
れ
は
、
上
官

は
謁
せ
る
を
敢
え
て
乞
ハ
さ
れ
と
も
、
隼
人
正
、
石
見
守
面
会
し
て
来
意
を
謝
す
、
道
台
は
疾
あ
る
に
よ
り
親
し
く
趨
問
せ
る
こ
と
あ
た

は
す
、
何
な
り
と
も
相
応
の
用
事
あ
ら
は
周
旋
せ
ん
と
い
え
り
(
通
詞
は
仏
の
コ
ン
シ
ユ
ル
所
士
官
を
雇
え
り
)

此
事
よ
り
も
答
礼
等
ゆ
く
へ
き
と
こ
ろ
、
出
帆
前
事
故
答
礼
は
其
暇
な
く
、
此
方
名
札
を
遣
り
、
答
辞
も
申
述
へ
り

(
細
書
)
支
那
自
尊
因
匝
の
風
習
は
従
来
よ
り
久
し
く
己
に
他
邦
の
官
吏
本
地
に
着
せ
る
と
も
、
尋
問
い
た
さ
さ
る
と
の
命
令
、
北
京
政

府
よ
り
下
せ
し
ょ
し
、
さ
れ
と
美
仏
其
の
他
の
国
々
の
も
の
差
出
し
、
其
礼
典
を
存
せ
る
よ
し
、
此
度
も
美
国
コ
ン
シ
ュ
ル
よ
り
日
本
の

貴
族
到
着
せ
る
よ
し
を
告
け
し
に
よ
り
、
道
台
は
疾
に
托
し
て
来
ら
す
、
張
、
陳
二
人
を
し
て
来
ら
し
め
し
と
思
は
る
、
自
ら
礼
義
の
国

と
称
し
な
が
ら
、
却
て
外
国
人
に
教
督
せ
ら
れ
、
無
余
儀
礼
典
に
従
事
せ
る
は
可
笑
至
な
り
」

こ
こ
に
言
う
「
上
海
道
台
」
は
、
二
月
前
川
路
・
中
村
ら
と
交
歓
し
た
謄
費
時
と
考
え
て
ま
ち
が
い
な
か
ろ
う
。
こ
の
記
述
の
中
か
ら
浮

び
上
っ
て
来
る
の
は
、
道
台
に
つ
い
て
の
、
「
自
尊
因
阻
」
ゆ
え
に
外
国
使
臣
に
対
し
て
意
図
的
に
欠
礼
し
て
来
な
が
ら
、
西
洋
の
外
交
官
に

外
交
儀
礼
を
教
え
ら
れ
て
小
策
を
弄
し
、
属
吏
を
使
っ
て
体
裁
を
と
り
つ
く
ろ
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
認
識
と
軽
蔑
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
よ

う
な
認
識
と
評
価
が
ア
メ
リ
カ
か
フ
ラ
ン
ス
の
出
先
外
交
官
の
説
明
を
通
し
て
形
づ
く
ら
れ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
も
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
出
・

論

北法38(5-6・1.180) 1216 



村
敬
輔
や
川
路
太
郎
ら
と
杉
浦
愛
蔵
や
渋
沢
栄
一
ら
と
、
清
朝
の
同
じ
地
方
官
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
態
度
と
評
価
の
差
異
は
ど
う
し
て
生

じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
こ
の
道
台
の
行
政
官
と
し
て
の
政
治
的
判
断
や
行
動
の
能
力
|
|
特
に
日
本
の
対
中
国
態
度
に
つ
い
て
の
|
|

そ
れ
を
解
く
一
つ
の
手
が
か
り
が
与
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

の
実
態
は
ど
う
だ
つ
た
の
だ
ろ
う
か
。
小
論
の
む
す
び
で
、

洋
行
グ
ル
ー
プ
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
も
と
も
と
欧
米
を
目
ざ
し
て
お
り
、
上
海
滞
在
も
日
数
が
限
ら
れ
て
い
た
が
、

そ
の
中
に
は
上
海

の
中
国
人
と
の
聞
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
見
物
あ
る
い
は
公
式
訪
問
以
上
の
深
い
交
流
を
も
つ
こ
と
が
出
来
た
者
も
い
た
。
元
治
元
年
の
遣
仏

使
節
団
に
池
田
正
使
の
従
者
と
な
っ
て
参
加
し
た
、
既
に
そ
の
日
記
を
引
い
た
会
津
の
儒
者
佐
原
盛
純
と
、
調
役
田
中
廉
太
郎
の
従
者
と
し

【
あ
な
と
】

て
志
願
し
た
浜
松
藩
の
儒
者
名
倉
予
何
人
の
二
人
で
あ
る
。
佐
原
の
日
記
に
よ
っ
て
二
人
の
行
動
を
見
ょ
う
。

「
午
後
ヨ
リ
当
地
貴
官
ノ
モ
ノ
ヲ
訪
ハ
ン
ト
ス
同
行
名
倉
氏
ハ
三
年
前
此
上
海
迄
来
リ
シ
人
ナ
レ
パ
此
人
ノ
知
巳
ナ
リ
ト
テ
案
内
セ
リ

:
:
:
溝
辺
ニ
枕
セ
シ
巨
宅
ア
リ
外
門
内
ニ
テ
喝
セ
シ
ニ
小
児
一
人
出
テ
来
レ
リ
名
倉
氏
筆
シ
テ
授
ケ
シ
ニ
暫
ア
リ
テ
男
子
一
人
出
迎
へ
揖

シ
テ
我
輩
ヲ
導
ケ
リ
内
門
ハ
石
造
リ
ニ
テ
美
麗
ナ
リ
遂
ニ
我
邦
ニ
テ
申
セ
ハ
表
書
院
ト
モ
云
フ
ベ
キ
処
ニ
通
レ
リ
:
:
:
我
輩
並
当
家
ノ
主

幕末西洋行と中国見開(ー)

人
又
ハ
伯
父
類
一
両
名
来
リ
テ
腰
ヲ
掛
ケ
リ
筆
話
シ
テ
一
臆
ノ
挨
拶
等
畢
リ
蓋
茶
碗
ニ
茶
ヲ
汲
ミ
来
ル
喫
シ
尽
セ
ハ
又
来
リ
テ
服
メ
リ
両

三
回
筆
話
シ
殊
-
一
名
倉
氏
ハ
知
巳
ナ
レ
パ
尤
モ
談
話
モ
ア
レ
リ
其
内
ニ
温
鈍
:
:
:
ヲ
茶
碗
ニ
盛
リ
来
リ
テ
出
セ
リ
畢
リ
テ
例
ノ
熱
湯
ニ
テ

シ
ホ
リ
シ
手
拭
へ
ヲ
持
チ
来
ル
即
面
を
拭
フ
ニ
:
:
:
甚
タ
清
涼
ヲ
覚
ユ
遂
ニ
我
輩
ヲ
導
キ
テ
堂
中
ヲ
周
覧
セ
シ
ム
処
々
ニ
九
尺
四
方
或
ハ

ニ
閉
館
方
モ
ア
ル
庭
園
ヲ
造
レ
リ
:
:
:
彼
是
セ
シ
内
日
モ
漸
ク
傾
キ
路
程
亦
遠
キ
事
ナ
レ
パ
挟
ヲ
分
テ
辞
セ
時
L

日
本
の
二
人
の
儒
者
が
訪
れ
た
、
上
海
県
域
外
の
「
貴
官
」
の
邸
は
、
彼
ら
の
同
僚
が
口
を
揃
え
て
罵
る
、
悪
臭
が
立
ち
こ
め
汚
水
が
街

路
に
流
れ
、
不
潔
で
校
滑
な
支
那
人
が
蝿
の
よ
う
に
追
っ
て
も
追
っ
て
も
つ
き
ま
と
う
と
い
う
、
県
域
内
と
は
ほ
と
ん
ど
別
の
世
界
で
あ
る
。

そ
し
て
名
倉
ら
の
訪
問
は
、
同
行
の
日
本
人
の
中
で
彼
ら
が
中
国
の
社
会
と
人
の
中
に
ど
れ
だ
け
深
く
入
り
そ
の
内
側
を
見
る
こ
と
が
出
来

た
か
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
佐
原
盛
純
は
こ
の
記
入
の
す
ぐ
後
で
、
こ
こ
に
登
場
す
る
「
貴
官
」
の
名
を
王
仁
伯
と
記
し
て
い
る
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説

が
、
そ
れ
は
、
名
倉
予
何
人
が
こ
の
二
年
前
、
幕
府
の
官
船
千
歳
丸
の
一
行
に
、
御
徒
目
付
鍋
田
三
郎
右
衛
門
の
従
者
と
し
て
加
わ
り
、
上

海
を
訪
れ
た
お
り
に
深
い
交
わ
り
を
結
ん
だ
王
互
甫
と
い
う
紳
士
ら
し
い
中
国
人
と
同
一
人
物
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
名
倉
は
二
ヶ
月
の
上

海
滞
在
中
に
知
っ
た
王
互
甫
と
時
事
を
論
じ
て
た
ち
ま
ち
親
し
く
な
り
、
頻
繁
に
王
の
家
を
訪
ね
、
大
抵
そ
の
弟
や
叔
父
も
同
席
し
て
、
筆

談
で
談
論
し
、
ま
た
王
互
甫
に
よ
っ
て
上
海
の
志
あ
る
紳
士
に
紹
介
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
前
回
の
名
倉
と
王
互
甫
兄
弟
お
よ
び
そ
の
叔
父
と

の
、
ま
た
今
回
の
名
倉
・
佐
原
と
王
仁
伯
お
よ
び
そ
の
「
伯
父
類
一
両
名
」
と
の
交
わ
り
は
、
儒
教
文
化
と
時
局
へ
の
僚
慨
と
い
う
共
通
の

論

き
ず
な
に
よ
っ
て
固
く
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
西
洋
へ
の
旅
を
急
ぐ
日
本
人
武
士
の
中
に
は
、
伝
統
文
化
や
旧
体
制
末
期
の
混
乱
や
頑
廃
と
は
ち
が
う
、
中
国
社
会
内
部
の
新

し
い
動
き
の
一
端
に
ふ
れ
た
者
も
い
た
。
川
路
太
郎
が
、
市
内
見
物
の
路
上
で
数
人
の
中
国
人
に
取
り
囲
ま
れ
、
「
今
日
上
海
域
中
有
礼
拝
請

日
本
人
着
見
」
と
書
い
た
紙
片
を
示
さ
れ
て
、
行
く
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
「
甚
日
本
人
を
慕
ふ
情
可
憐
な
り
」
と
記
し
て
い
る

の
は
、
お
そ
ら
く
中
国
人
キ
リ
ス
ト
者
か
ら
「
天
主
堂
」
で
の
礼
拝
に
招
か
れ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
慶
応
二
(
一
八
六
六
)
年
、
薩
摩
藩
の

第
二
次
ア
メ
リ
カ
留
学
生
と
し
て
英
国
経
由
で
ア
メ
リ
カ
東
部
に
向
う
途
中
上
海
に
立
ち
寄
っ
た
、
五
人
の
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
格
の
仁

礼
景
範
は
、
そ
の
「
航
米
日
記
」
に
、
「
唐
製
作
所
江
行
、
機
械
感
心
、
亜
米
理
幹
人
唐
人
ヨ
リ
被
頼
又
ソ
コ
ニ
テ
酒
杯
出
シ
、
甚
ウ
レ
シ
ク

様
子
相
見
得
、
我
々
共
子
共
ノ
様
相
考
見
請
残
念
也
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
場
所
や
ア
メ
リ
カ
人
と
の
関
係
か
ら
推
し
て
、
こ
の
「
唐
製
作

所
」
は
、
前
年
同
治
四
年
、
両
江
鱒
督
曽
国
藩
の
支
持
の
も
と
に
、
江
蘇
巡
撫
李
鴻
章
が
上
海
道
台
臆
費
時
の
協
力
を
え
て
、
ア
メ
リ
カ
人

経
営
の
工
場
を
買
収
し
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
機
械
を
買
入
れ
、
ア
メ
リ
カ
人
の
監
督
の
下
で
始
め
ら
れ
た
、
江
南
機
器
製
造
線
局
だ
と
思
わ
れ

る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
を
目
ざ
す
薩
摩
藩
士
の
一
行
は
、
お
そ
ら
く
彼
ら
に
同
行
し
た
長
崎
在
住
の
ア
メ
リ
カ
商
人
の
斡
旋
に

よ
っ
て
、
上
海
に
胎
動
し
た
洋
務
の
最
先
端
に
接
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
西
洋
行
に
加
わ
っ
た
関
心
や
中
国
に
つ
い
て
の
既
得
の
観
念
の
ち
が
い
、
ま
た
西
洋
行
グ
ル
ー
プ
内
で
の
立
場
の
ち
が
い
や
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上
海
滞
在
の
長
短
に
よ
っ
て
、
上
海
の
中
国
人
と
そ
の
社
会
に
、
ど
の
よ
う
な
角
度
か
ら
ど
れ
だ
け
深
く
入
る
こ
と
が
出
来
た
か
に
は
、
個

人
差
が
大
き
い
。
し
か
し
穂
じ
て
、
限
ら
れ
た
期
間
に
様
々
な
衝
撃
的
な
経
験
を
重
ね
た
後
に
得
ら
れ
た
、
綿
括
的
な
判
断
は
、
次
の
よ
う

な
記
述
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
て
い
た
。

「
欧
人
の
土
人
を
使
役
す
る
牛
馬
を
腫
逐
す
る
に
異
な
ら
す
督
町
す
る
に
梶
を
以
て
す
我
曹
市
中
を
遊
歩
す
る
に
土
人
蟻
集
し
て
往
来

を
塞
ぐ
各
雑
言
し
て
喧
し
き
を
英
偽
の
取
締
の
兵
来
り
て
追
沸
へ
ば
潮
の
如
く
去
り
少
く
休
め
ば
忽
ち
集
る
其
阻
瞳
厭
ふ
べ
し
東
洋
名
高

き
古
園
に
て
幅
員
の
麿
き
人
民
の
多
き
土
地
の
肥
鏡
産
物
の
股
富
な
る
欧

E
諸
洲
も
固
よ
り
及
ば
ざ
る
所
と
い
へ
り
然
る
に
喬
木
の
調
の

み
に
て
世
界
開
化
の
期
に
後
れ
謂
其
園
の
み
を
第
一
と
し
尊
大
自
恋
の
風
習
あ
り
道
光
爾
来
の
暇
費
を
啓
き
更
に
開
園
の
規
模
も
立
て
ず

唯
兵
威
の
敵
し
難
き
と
異
類
の
測
ら
れ
ざ
る
と
を
恐
る
る
の
み
に
て
尚
奮
政
に
因
循
し
日
に
貧
弱
に
陥
る
や
と
思
は
る
宣
惜
ま
ざ
ら
む

や
L

「
尊
大
自
意
」
や
そ
れ
に
類
す
る
表
現
は
、
多
く
の
日
本
人
旅
行
者
に
よ
っ
て
、
清
朝
の
統
治
の
中
央
か
ら
地
方
末
端
に
い
た
る
ま
で
深
く

穆
透
し
た
中
華
意
識
の
現
わ
れ
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
他
方
「
世
界
開
化
の
期
に
後
れ
L

る
か
追
付
く
か
、
と
い
う
切
実
な
聞
い
は
、

華
夷
観
念
を
こ
え
る
新
ら
し
い
世
界
像
と
歴
史
意
識
の
萌
芽
を
示
し
て
い
た
。

幕末西洋行と中国見聞(ー)
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英
国
直
轄
植
民
地
香
港
に
て

西
洋
を
目
ざ
す
日
本
人
の
多
く
に
と
っ
て
、
香
港
は
上
海
の
次
の
寄
港
地
だ
っ
た
。
彼
ら
は
こ
こ
で
暫
く
碇
泊
し
た
り
、
船
を
乗
り
換
え

た
り
す
る
。
他
の
者
に
と
っ
て
は
香
港
は
横
浜
や
長
崎
を
出
て
初
め
て
の
中
国
で
あ
る
。
「
香
港
に
着
き
て
目
を
驚
か
せ
し
は
支
那
人
を
見
た

り
し
な
り
L

。
す
で
に
日
本
国
内
で
西
洋
人
と
交
わ
っ
て
来
、
関
心
が
西
洋
世
界
に
集
中
し
て
い
る
者
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
中
国
人
に
接
し
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た
こ
と
が
驚
き
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
一
八
四
三
年
、
南
京
条
約
に
よ
っ
て
英
国
に
割
譲
さ
れ
て
直
轄
植
民
地
と
な
り
、
大
英
帝
国
の
政
治
的

軍
事
的
基
地
、
東
ア
ジ
ア
の
前
哨
と
な
っ
た
香
港
は
、
自
由
港
と
し
て
も
急
速
に
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
。
香
港
を
訪
れ
る
日
本
人
旅
行
者
の

記
録
に
は
、
こ
の
よ
う
な
香
港
の
姿
が
か
な
り
的
確
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
上
海
を
見
聞
し
て
来
た
者
は
、
し
ば
し
ば
上
海
と

の
対
比
で
香
港
を
測
る
。
香
港
に
お
け
る
西
洋
勢
力
は
、
貿
易
で
は
上
海
に
劣
り
、
軍
事
で
は
上
海
に
勝
る
と
い
う
の
が
一
般
的
な
印
象
だ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
の
港
を
出
て
香
港
に
直
行
し
た
者
の
中
で
も
、
万
延
元
年
の
遣
米
使
節
に
加
わ
っ
て
香
港
を
訪
れ
た
こ
と
が

あ
る
者
は
、
現
在
の
香
港
を
か
つ
て
の
香
港
と
比
較
し
た
し
、
そ
れ
以
外
で
も
、
往
復
と
も
に
香
港
に
寄
港
し
た
者
は
、
そ
の
聞
の
香
港
の

変
化
に
目
を
み
は
っ
た
。
彼
ら
は
急
速
な
変
化
の
中
に
世
界
の
歴
史
の
動
向
を
感
じ
と
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
幕
臣
益
頭
駿
次
郎
は
、
万

延
元
年
の
遣
米
使
節
団
随
員
と
し
て
、
帰
途
に
香
港
を
訪
れ
て
い
る
が
、
二
年
後
に
は
遺
欧
の
竹
内
使
節
団
随
員
と
し
て
再
び
香
港
に
立
ち

寄
り
、
こ
の
よ
う
に
の
・
べ
て
い
る
。

論

「
香
港
昌
盛
は
一
昨
申
年

E
米
利
加
国
へ
航
し
蹄
艦
に
よ
り

E
弗
利
加
洲
喜
望
峯
を
越
し
孤
睦
島
に
か
か
り
支
那
香
港
え
入
港
す
上
陸

な
せ
し
に
海
遁
人
家
櫛
比
欄
密
せ
し
と
賢
し
に
、
此
航
海
に
猶
香
港
え
上
陸
す
街
中
の
様
子
又
観
覧
せ
し
に
山
手
の
方
麓
は
悉
く
切
崩
し

石
を
以
っ
て
垣
を
築
作
し
新
家
移
敷
西
洋
法
に
徴
ひ
年
噌
に
値
増
し
繁
昌
盛
大
地
と
な
り
唯
此
の
港
に
入
之
船
舶
租
税
之
な
き
か
故
由
)
」

同
じ
人
物
が
帰
国
の
途
中
香
港
に
寄
港
し
て
そ
の
聞
の
変
化
に
驚
く
。

「
香
港
は
嘗
正
月
六
日
に
入
津
せ
し
よ
り
凡
一
カ
年
過
ぎ
再
同
港
に
入
港
し
け
る
に
追
々
人
家
相
殖
へ
日
々
繁
盛
相
増
候
様
子
に
て
新

規
築
作
の
家
移
敷
相
見
へ
其
内
に
も
未
た
山
を
切
崩
し
新
道
を
付
け
新
地
を
聞
き
候
由
皆
他
国
よ
り
移
住
成
す
人
民
と
相
見
へ
候
従
て
開

港
盛
に
相
成
港
内
に
は
各
園
の
商
船
或
は
軍
艦
と
も
移
し
く
碇
舶
し
帆
橋
林
木
の
如
く
に
連
り
出
入
の
船
は
帆
聞
き
駐
違
帆
陰
は
白
雲
か

と
あ
や
し
ま
る
其
盛
な
る
は
港
内
諸
税
を
省
き
自
由
に
商
買
を
な
し
得
る
故
の
よ
し
」

香
港
の
こ
の
よ
う
な
変
化
を
、
あ
る
者
は
世
界
の
歴
史
の
動
向
を
現
わ
す
も
の
と
し
て
解
釈
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
杉
浦
愛
蔵
は
、
香
港
滞
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在
中
に
父
に
あ
て
た
手
紙
で
「
香
港
は
英
領
ニ
相
成
候
よ
り
風
気
大
ニ
相
聞
け
、
此
節
ニ
而
は
人
煙
欄
密
、
屋
宇
潔
清
ニ
而
支
那
之
陣
風
相

免
れ
、
富
康
之
景
象
感
嘆
仕
候
」
と
の
べ
自
分
の
覚
書
に
は
・
:
:
・
寸
香
港
ハ
本
地
よ
り
距
る
こ
と
一
里
計
に
て
最
寄
諸
島
環
列
し
て
湾
を
な

し
、
頗
る
良
港
た
り
、
英
領
に
属
せ
し
よ
り
、
山
を
裁
で
華
屋
を
構
へ
海
を
引
き
石
渠
を
通
し
、
楼
閣
層
々
山
の
半
腹
ま
て
連
り
、
人
工
を

極
め
て
便
利
を
計
り
、
樹
木
蒼
翠
占
涼
に
可
な
り
、
往
時
寂
参
の
一
弧
島
た
り
し
も
現
今
如
此
に
い
た
る
、
亦
宇
内
形
勢
の
推
移
而
後
相
固

之
理
を
見
る
に
足
れ
り
」
と
記
し
て
い
る
。

香
港
は
、
英
国
の
支
配
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
支
那
の
随
風
」
か
ら
解
放
さ
れ
「
風
気
大
ニ
相
開
ケ
」
た
と
し
、
そ
こ
に
「
宇
内
形
勢

之
推
移
市
後
相
国
之
理
」
を
読
み
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
先
に
引
い
た
上
海
に
つ
い
て
の
線
括
的
な
記
述
に
見
ら
れ
た
「
世

界
開
化
」
と
い
う
観
念
に
通
じ
る
歴
史
感
覚
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

香
港
の
概
況
に
つ
い
て
、
杉
浦
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
行
二
回
の
経
験
を
「
旅
案
内
」
風
に
ま
と
め
た
文
章
か
ら
引
い
て
み
よ
う
。

香
港

幕末西洋行と中国見聞(ー)

「
上
海
よ
り
凡
四
日
路
に
て
抵
る
、
海
路
八
百
里
な
り
、
:
:
:
港
口
島
明
列
り
て
景
色
宜
し
、
人
家
は
み
な
山
の
麓
よ
り
山
腹
に
あ
り
て

多
く
は
欧
洲
風
な
り
、
麓
の
家
は
支
那
人
多
し
、
旗
樟
の
立
し
山
あ
り
、
島
中
第
一
の
高
層
な
り
、
碇
泊
の
船
商
船
、
飛
脚
船
と
も
多
く

あ
り
て
、
英
仏
と
も
此
処
に
て
船
を
替
る
こ
と
な
り
、
上
陸
は
支
那
船
碇
泊
せ
る
を
待
受
乗
り
来
る
を
雇
ふ
へ
し
、
定
価
一
シ
ル
リ
ン
ク

:
:
・
な
り
、
上
陸
場
に
い
た
り
払
ふ
へ
し
、
外
人
を
見
れ
は
余
分
に
貧
る
故
心
附
へ
し
、
多
勢
に
て
彼
是
ね
た
る
こ
と
あ
れ
は
河
岸
に
居

る
取
締
の
英
卒
に
頼
む
へ
し
、
忽
ち
追
い
払
ふ
な
り
、
荷
物
あ
る
時
ハ
船
夫
に
持
せ
旅
宿
に
運
す
へ
し
、
旅
宿
は
ホ
テ
ル
デ
・
欧
羅
巴
、

同
仏
蘭
西
杯
宜
し
、
歩
行
難
儀
な
る
時
ハ
肩
輿
な
り
、
此
価
も
旅
宿
に
聞
き
て
払
ふ
方
よ
ろ
し

見
物
場
所
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説

旗
樟
山

花

園
英
華
書
院
眺
望
よ
ろ
し

E命

一
カ
年
価
四
ト
ル
ラ
ル
な
り
、
尤
送
り
越
せ
る
都
度
都
度
船
賃
ハ
此
方
に

又
此
地
に
て
一
週
日
毎
に
刊
行
す
る
漢
字
の
新
聞
紙
あ
り
、

て
払
ふ
こ
と
な
り
、
所
謂
香
港
新
聞
な
り

此
地
よ
り
広
東
江
航
す
る
蒸
気
船
あ
り
、
八
時
間
に
て
到
る
よ
し
西
洋
諸
洲
、

E
米
利
加
洲
よ
り
何
れ
も
コ
ン
シ
ユ
ル
を
置
、
英
国
よ

り
駐
派
せ
る
鎮
台
ハ
余
程
の
威
権
あ
る
も
の
な
り

欧
洲
諸
品
上
海
よ
り
は
価
安
く
、
支
那
物
は
白
檀
彫
箱
、
高
紙
面
、
網
団
扇
、
傘
、
象
牙
細
工
、
楠
箱
、
藤
林
杯
多
し
、
何
れ
も
西
洋

向
な
り
、
藤
林
は
此
地
よ
り
暑
強
く
な
る
故
必
ず
買
入
る
へ
し
、
:
:
:
飛
脚
船
乗
替
荷
物
積
入
の
為
め
一
日
一
夜
又
は
二
日
位
碇
泊
す
る

な
り
旅
客
此
地
に
て
熱
帯
を
冠
る
帽
子
を
買
ふ
、
一
ト
ル
ラ
ル
位
な
り
妓
楼
は
支
那
人
多
く
、
欧
洲
人
も
あ
る
と
聞
け
り
、
」

香
港
で
も
、
上
海
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
同
行
し
た
英
国
そ
の
他
の
国
の
外
交
官
・
軍
人
・
商
人
な
ど
に
案
内
さ
れ
て
英
国
経
営
の
軍
事

施
設
・
工
場
や
商
庖
・
公
園
な
ど
を
訪
れ
、
幕
府
の
使
節
団
・
留
学
生
団
の
場
合
に
は
、
場
合
に
よ
り
英
国
綿
督
や
諸
国
領
事
へ
の
表
敬
訪

問
を
行
う
の
が
一
般
的
だ
っ
た
。
各
国
の
領
事
と
駐
屯
の
軍
隊
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
租
界
の
内
部
で
、
中
国
人
に
対
す
る
支
配
権
を
未
だ
不
十

分
に
し
か
行
使
し
え
て
い
な
か
っ
た
上
海
に
比
し
て
、
直
轄
植
民
地
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
す
で
に
二

O
年
余
の
香
港
で
は
、
英
国
統
治
の
も

と
で
英
国
だ
け
で
な
く
、
他
の
西
洋
諸
国
の
中
国
人
に
対
す
る
支
配
も
確
立
し
て
お
り
、
苛
酷
だ
っ
た
。
使
節
の
フ
ラ
ン
ス
領
事
訪
問
に
随

行
し
た
従
者
の
一
人
は
、
使
節
と
領
事
と
の
会
見
の
模
様
を
陪
席
し
た
同
僚
か
ら
聞
い
て
、
次
の
よ
う
に
感
想
を
記
し
て
い
る
。

「
今
日
御
三
使
一
一
唐
通
事
太
田
某
陪
セ
シ
カ
西
洋
ノ
官
人
ハ
綿
テ
支
那
人
ヲ
奴
隷
ニ
使
フ
ナ
ル
カ
同
人
此
奴
隷
(
支
那
人
)
等
ト
臆
封
ス

ル
互
二
重
ク
英
語
ヲ
用
ユ
ル
ニ
ヨ
リ
御
使
節
ヨ
リ
支
那
遁
事
ノ
支
那
人
ト
臆
封
ス
ル
ニ
何
属
ソ
支
那
語
ヲ
以
テ
セ
サ
ル
ヤ
ト
言
ハ
レ
シ
ニ
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幕末西洋行と中国見聞(ー)

答
テ
日
支
那
ハ
大
圏
ノ
事
ユ
エ
各
所
ノ
語
音
都
テ
二
十
七
種
有
之
我
輩
ノ
撃
フ
慮
ノ
語
音
ハ
此
所
ニ
テ
ハ
遁
シ
難
ク
依
テ
英
語
ヲ
用
ユ
ル

也
ト
ソ
同
シ
支
那
圏
中
ノ
人
民
ニ
テ
モ
懸
隔
セ
シ
所
ニ
テ
ハ
語
音
遁
セ
サ
ル
事
ノ
由
其
巨
邦
タ
ル
以
テ
知
ル
へ
シ
」

彼
に
と
っ
て
も
、
在
中
国
の
西
洋
の
領
事
館
で
中
国
人
が
「
奴
隷
」
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
中
国
が
「
大
国
」
で
あ
っ
て
、

数
多
く
の
方
言
が
行
わ
れ
、
同
じ
国
の
内
部
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
難
か
し
い
こ
と
は
驚
き
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

先
の
香
港
案
内
と
で
も
い
う
べ
き
文
章
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
香
港
政
庁
や
ビ
ク
ト
リ
ア
・
ピ
ー
ク
、
公
園
、
商
庖
は
日
本
人
旅

行
者
に
と
っ
て
見
ど
こ
ろ
だ
っ
た
し
、
駐
屯
の
英
国
陸
海
軍
の
装
備
や
訓
練
も
一
同
を
圧
倒
し
た
。
し
か
し
、
香
港
の
西
洋
諸
施
設
の
中
で

も
、
知
的
な
人
々
が
早
く
か
ら
そ
の
存
在
を
知
っ
て
お
り
、
香
港
到
着
と
と
も
に
先
ず
た
ず
ね
よ
う
と
し
た
の
は
、
上
海
の
場
合
と
同
じ
く
、

中
文
で
世
界
事
情
西
洋
事
情
の
新
知
識
を
伝
え
る
書
物
や
新
聞
・
雑
誌
を
刊
行
す
る
書
院
だ
っ
た
。
内
戦
で
荒
廃
し
た
と
は
い
え
古
く
か
ら

県
域
が
設
け
ら
れ
、
地
方
文
化
の
一
中
心
だ
っ
た
上
海
と
は
異
な
り
、
香
港
は
英
国
領
土
と
さ
れ
る
ま
で
海
浜
の
寒
村
で
し
か
な
く
、
土
着

の
文
化
は
貧
し
か
っ
た
。
「
支
那
巷
ニ
抵
ル
左
右
皆
清
商
ノ
居
庖
ニ
テ
毎
家
聯
額
ヲ
以
テ
其
産
ヲ
表
ス
:
:
:
其
筆
勢
墨
痕
愛
ス
ベ
ク
」
と
い
っ

た
讃
辞
は
少
な
く
、
む
し
ろ
「
此
家
l
ホ
テ
ル
に
会
計
を
な
す
支
那
人
少
し
く
文
学
の
あ
る
も
の
あ
り
予
是
と
筆
談
し
て
大
に
便
な
り
さ
れ

と
も
俗
語
の
み
な
り
書
籍
を
買
ん
と
て
此
も
の
に
談
し
た
れ
と
広
東
に
到
ら
さ
れ
ハ
格
別
の
物
は
な
し
此
地
に
は
俗
語
も
の
計
の
由
也
」
と

か
、
「
嘗
所
も
僻
遠
の
故
欺
文
人
輩
更
に
無
む
)
」
と
い
っ
た
不
満
や
失
望
の
こ
と
ば
の
方
が
よ
く
聞
か
れ
る
。
~
彼
ら
の
関
心
は
そ
れ
だ
け
、
在

留
西
洋
人
の
著
述
出
版
に
集
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
香
港
で
の
西
洋
人
の
学
術
活
動
は
ほ
と
ん
ど
一
つ
の
書
院
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い

た
。
先
に
見
た
香
港
案
内
に
も
挙
げ
ら
れ
る
「
英
華
書
院
(
叶
宮
〉
ロ
包

OEnzs招
わ
。

-zmo)」
が
そ
れ
で
あ
る
。
日
本
で
も
か
ね
て
知
ら

れ
た
学
院
だ
っ
た
か
ら
、
香
港
に
立
寄
る
使
節
や
留
学
生
の
聞
に
は
、
あ
た
か
も
英
華
書
院
詣
で
と
い
っ
た
現
象
が
生
れ
た
。

文
久
二
年
の
竹
内
使
節
団
か
ら
二
例
を
見
ょ
う
。

医
師
高
島
裕
啓
の
日
記
か
ら
。
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説

「
英
筆
書
院
ニ
至
ル
館
主
ノ
名
ヲ
レ
リ
ン

(
1
レ
ツ
グ
の
誤
記
か
?
)
ト
云
各
園
ノ
文
学
ヲ
習
熟
セ
シ
ム
本
邦
開
成
局
ノ
如
シ
日
本
和
書
並

ニ
漢
籍
敷
高
巻
ヲ
蔵
ス
聖
経
四
書
ノ
類
皆
英
文
ヲ
以
テ
註
脚
ス
其
他
天
主
教
ノ
諸
書
並
ニ
香
港
新
聞
識
中
外
新
報
還
遁
貫
珍
ノ
類
皆
本
館

ノ
梓
行
ニ
係
ル
館
主
道
光
十
九
年
(
|
一
八
三
九
年
)
ヨ
リ
此
ニ
住
ス
ル
二
十
年
ト
云
フ
同
人
ト
筆
語
長
毛
ガ
顛
末
ヲ
記
聞
シ
黄
昏
館
舎
ニ

帰
ル
」

刊
行
物
を
通
じ
て
そ
の
存
在
を
知
り
、
願
っ
て
い
た
英
筆
書
院
詣
で
が
実
現
し
た
時
、
人
々
は
校
長
と
し
て
こ
の
書
院
を
つ
か
さ
ど
っ
て
来

た
英
国
の
碩
学
の
存
在
を
知
る
に
い
た
る
。

E
B
g
r
u
m
m命
中
国
名
理
雅
各
。
道
光
一
九
年
に
ロ
ン
ド
ン
宣
教
会
の
宣
教
師
と
し
て
英
国
を

発
ち
、
翌
年
マ
ラ
ツ
カ
に
著
い
て
英
華
書
院
の
校
長
に
就
任
、
道
光
二
三
(
一
八
四
三
)
年
に
学
院
と
と
も
に
香
港
に
移
っ
て
精
力
的
に
翻

訳
・
著
述
・
出
版
に
従
事
し
て
来
た
。
日
本
に
は
彼
が
編
集
・
執
筆
し
た
月
'
刊
誌
『
還
遁
貫
珍
』
と
、
英
中
対
訳
で
西
洋
文
明
と
キ
リ
ス
ト

教
を
紹
介
す
る
啓
蒙
的
小
百
科
『
智
環
啓
蒙
』
が
流
入
し
て
広
く
流
布
し
た
。
後
者
に
は
官
版
を
含
め
て
何
種
も
の
日
本
版
が
出
ま
わ
り
、

前
者
も
写
本
で
広
く
読
ま
れ
た
。
日
本
人
旅
行
者
が
英
華
書
院
を
訪
ね
て
レ
ッ
グ
の
存
在
を
知
る
以
前
か
ら
、
香
港
英
華
書
院
の
名
は
こ
れ

論

レ
ッ
グ
は
、
他
方
で
は
中
国
の
思
想
・
文
化
を
本
国
に
知
ら
せ
る
た
め
に

5
2位
。
口
問
ミ
∞
吉
♀
。

2
0
と
し
て
の
研
究
と
著
作
に
力
を
注
ぎ
、
文
久
の
幕
府
遺
欧
使
節
団
の
メ
ン
バ
ー
が
彼
を
訪
れ
た
頃
に
は
、
す
で
に

四
書
の
英
訳
注
解
を

M3pmnp宮
g
h
n
E
a
S
の
第
一
巻
と
し
て
世
に
送
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

高
島
の
よ
う
に
レ
ッ
グ
か
ら
太
平
天
国
軍
の
政
治
・
軍
事
的
情
報
を
聞
き
出
す
の
に
熱
心
な
者
が
い
た
他
方
に
は
、
英
華
書
院
の
人
々
に

中
国
の
文
化
を
共
有
す
る
教
養
人
と
し
て
の
関
心
か
ら
近
づ
く
者
が
い
た
。
副
使
の
従
者
で
能
書
家
の
市
川
渡
は
そ
の
例
で
あ
る
。

「
文
英
華
書
院
ニ
行
院
ハ
幅
八
間
長
十
三
間
許
ナ
ル
カ
嘗
時
土
木
中
ナ
リ
正
堂
ニ
入
テ
英
ノ
撃
人
理
雅
各
及
支
那
人
韓
福
田
ニ
曾
フ
此

所
多
ク
英
華
封
課
ノ
書
籍
ア
リ
テ
却
テ
漢
籍
ハ
少
シ
、
余
携
へ
持
シ
一
帖
ヲ
出
シ
書
ヲ
乞
ヒ
シ
ニ
再
次
固
辞
セ
シ
カ
後
二
英
人
理
雅
各
(
此

理
雅
各
者
英
国
之
人
也
曽
テ
香
港
ニ
来
住
シ
テ
漢
籍
ヲ
筆
フ
近
年
著
述
智
還
啓
蒙
一
巻
ア
リ
)
天
下
馬
一
家
四
海
皆
兄
弟
之
十
字
ヲ
書
ス

ら
の
書
物
や
雑
誌
と
結
び
つ
い
て
か
な
り
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。
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幕末西洋行と中国見聞(ー)

次
ニ
韓
福
田
悪
風
和
暢
ノ
四
字
ヲ
書
ス
次
ニ
何
贋
廷
揚
眉
吐
気
四
海
雲
遊
ノ
八
字
ヲ
書
セ
リ
右
何
レ
モ
筆
力
軟
弱
書
法
拙
悪
更
ニ
他
日
ノ

観
ニ
供
ス
ル
ニ
足
ラ
ス
ト
難
時
ニ
展
シ
テ
罵
情
ヲ
愚
ス
」

市
川
が
レ
ッ
グ
と
中
国
人
ス
タ
ッ
フ
に
書
を
求
め
た
の
は
、
日
本
を
発
つ
に
当
っ
て
、
仙
台
藩
の
碩
儒
大
槻
盤
渓
に
頼
ま
れ
て
、
書
帖
ま
で

托
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
っ
時
。
続
稿
に
見
る
よ
う
に
、
盤
撲
は
、
市
川
と
と
も
に
遣
欧
使
節
団
に
加
わ
っ
た
福
沢
諭
吉
に
も
、
自
分
の
著
作

を
托
し
、
中
国
の
し
か
る
べ
き
士
人
に
贈
る
よ
う
に
、
ま
た
彼
ら
の
書
や
著
作
を
も
ら
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
依
頼
し
て
い
た
。

幕
府
の
そ
の
次
の
遣
外
使
節
、
元
治
元
(
一
八
六
四
)
年
の
池
田
長
発
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
従
者
佐
原
盛
純
が
、
同
じ
従
者
仲
間
の
名
倉

予
何
人
や
高
橋
留
三
郎
と
共
に
英
華
書
院
を
訪
れ
て
い
る
。

高
橋
名
倉
ト
共
ニ
英
華
書
院
ヲ
訪
へ
リ
:
:
:
門
ヲ
入
リ
シ
ニ
一
書
生
房
出
テ
来
リ
吾
輩
ヲ
導
ク
遂
ニ
其
房
ニ
至
リ
筆
話
ナ
ト
セ
シ
ニ
此

書
院
創
造
以
来
二
十
年
ナ
リ
ト
云
且
文
金
陵
長
髪
賊
等
当
六
月
十
五
日
巨
魁
李
秀
成
等
停
ニ
就
キ
悉
ク
平
シ
キ
由
ナ
リ
此
書
院
別
ニ
生
徒

ト
申
ス
モ
ノ
ハ
ナ
キ
様
子
彼
ノ
書
生
ヲ
王
輯
ト
云
フ
外
ニ
阻
君
雅
ト
申
モ
ノ
両
人
一
一
テ
此
書
院
ヲ
預
リ
居
ル
様
子
ナ
リ
:
:
:
書
籍
ハ
漢
籍

甚
タ
少
シ
蟹
書
並
洋
書
謬
文
即
今
耶
蘇
教
ヲ
翻
語
セ
シ
旧
約
全
書
新
約
全
書
等
盛
ニ
活
板
シ
居
シ
リ
吾
輩
彼
王
轄
ナ
ル
モ
ノ
〉
詩
ヲ
両
三

首
乞
フ
テ
報
ス
ル
ニ
扇
子
ヲ
以
テ
ス
遂
ニ
挟
ヲ
分
テ
去
レ
リ
」

日
本
人
訪
問
者
の
関
心
は
、
書
院
を
預
か
る
人
々
に
会
っ
て
書
院
の
活
動
を
知
り
、
中
国
の
内
戦
の
情
勢
を
た
ず
ね
、
彼
ら
の
詩
や
書
を
求

め
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
始
め
て
登
場
す
る
王
輯
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
植
民
地
香
港
を
背
景
に
し
た
洋
務
派
知
識
人
の
も
っ

と
も
す
ぐ
れ
た
一
人
で
あ
る
。
貧
し
い
読
書
人
の
家
に
生
ま
れ
、
ロ
ン
ド
ン
宣
教
会
の
メ
ド
ハ

1
ス
ト
に
招
か
れ
て
上
海
の
墨
海
書
館
で
長

く
編
集
・
翻
訳
を
助
け
た
が
、
時
務
へ
の
関
心
が
強
く
、
太
平
天
国
軍
と
接
触
し
た
こ
と
か
ら
内
通
を
疑
わ
れ
、
同
治
元
(
一
八
六
二
)
年

香
港
に
難
を
避
け
て
、
今
度
は
英
華
書
院
で
レ
ッ
グ
を
助
け
て
、
「
前
世
紀
に
中
国
人
と
西
洋
人
の
聞
に
き
ず
か
れ
た
最
高
の
関
係
の
一
つ
」

と
評
さ
れ
る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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説

最
後
に
、
慶
応
三
年
の
幕
府
派
遣
英
国
留
学
生
団
の
場
合
。

「
教
師

(
1
一
行
に
付
添
っ
た
英
国
海
軍
の
ロ
イ
ド
)
と
共
に
生
徒
一
同
彼
の
有
名
な
る
香
港
の
「
英
華
書
院
」
と
栴
す
る
望
校
に
行
き
た

り
。
撃
校
の
先
生
、
歳
六
十
位
の
老
翁
、
英
の
大
撃
者
な
り
。
漢
文
清
書
と
も
能
く
し
専
ら
漢
撃
を
成
し
居
る
と
見
え
た
り
。
何
年
漢
書

を
撃
び
居
る
か
と
問
ふ
に
、
廿
五
年
来
此
地
に
来
り
漢
撃
せ
し
と
い
ふ
。
こ
の
老
人
の
著
述
、
四
書
並
び
に
書
鰹
、
五
車
韻
府
等
の
英
文

と
封
語
せ
る
も
の
あ
り
。
日
本
の
書
籍
も
本
州
の
書
物
等
敷
巻
を
並
べ
あ
り
。
そ
れ
よ
り
書
籍
を
摺
定
す
る
局
に
行
き
て
見
る
に
、
大
器

械
あ
り
て
漢
字
の
活
字
(
鉛
な
り
)
を
備
へ
、
奇
器
妙
械
に
て
一
日
千
枚
を
摺
立
て
る
由
、
」

文
久
二
年
の
遣
欧
使
節
団
の
メ
ン
バ
ー
が
英
華
書
院
を
訪
れ
た
時
に
は
、
レ
ッ
グ
の
M
2
F
町
内
M
N

宮

g
m
n
E
a
h
a
は
、
四
書
の
刊
行
を
終
っ
た

と
こ
ろ
だ
っ
た
。
そ
の
後
新
た
に
王
轄
の
協
力
を
得
て
、
書
経
の
英
訳
・
注
解
を
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
第
三
巻
と
し
て
刊
行
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
川
路
ら
の
場
合
は
、
レ
ッ
グ

l
王
輔
の
中
国
古
典
研
究
と
の
交
渉
は
、
香
港
で
終
ら
な
か
っ
た
。
中
村
敬
輔
は
、
レ
ッ
グ
ら
の

論
語
や
書
経
の
英
訳
・
注
解
を
ロ
ン
ド
ン
ま
で
携
え
て
精
読
し
た
よ
う
で
あ
る
。

「
香
港
の
英
華
書
院
の
教
頭
英
人
レ
ッ
グ
氏
は
頗
る
漢
撃
に
通
じ
四
書
並
に
書
経
の
醜
語
英
文
に
な
せ
る
も
の
あ
り
。
既
に
そ
の
英
文
の

論
語
を
中
村
氏
今
度
持
越
し
た
る
故
一
覧
す
る
に
首
巻
に
は
程
伊
川
昭
臆
朱
子
等
の
停
を
述
べ
次
に
論
語
の
序
文
よ
り
し
て
委
さ
に
論
ぜ

り
。
註
解
は
大
凡
朱
註
に
よ
り
た
り
。
然
し
慮
々
に
古
註
等
を
引
き
朱
註
を
信
ぜ
ざ
る
説
見
え
た
り
。
:
:
:
又
語
文
の
序
は
英
人
レ
ツ
グ

氏
自
ら
論
説
を
述
べ
た
り
、
日
く
、
書
経
は
疑
書
な
り
と
云
ふ
説
も
あ
れ
ど
如
此
く
三
代
の
事
を
述
べ
た
る
書
は
外
に
な
し
。
然
し
そ
の

中
信
じ
難
き
こ
と
は
採
ら
ず
。
唯
我
其
善
を
採
る
而
己
。
凡
そ
天
下
の
書
徹
頭
徹
尾
疑
ひ
な
き
と
い
ふ
も
の
は
な
し
と
云
ふ
。
洋
人
に
か

か
る
漢
筆
者
出
た
る
は
日
本
人
な
ど
困
り
も
の
な
り
と
中
村
話
し
け
句
」

ミ
ツ
シ
ヨ
ナ
リ
・
シ
ノ
ロ

l
グ
の
先
駆
レ
ッ
グ
の
儒
教
経
典
の
理
解
は
聖
堂
御
儒
者
を
驚
か
す
に
足
り
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
英
華
書
院
詣
で
の
線
括
と
も
い
う
べ
き
次
の
よ
う
な
記
録
は
、
そ
こ
で
の
見
聞
が
、
彼
ら
の
こ
れ
ま
で
の
世
界
像

論
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を
ゆ
す
ぶ
る
ま
で
の
衝
撃
だ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

幕末西洋行と中国見開(ー)

「
香
港
に
英
筆
書
院
と
唱
へ
撃
校
一
宇
在
り
英
人
と
支
那
人
と
交
接
専
ら
醜
課
し
其
書
の
緯
は
四
書
の
内
孟
子
論
語
等
の
書
を
悉
く
横

文
に
直
し
聖
賢
の
教
を
小
童
に
示
教
し
勉
強
事
散
な
す
こ
と
中
華
の
人
及
は
す
唯
置
夷
人
中
華
の
撃
を
記
技
を
な
す
を
賞
世
と
し
能
書
に

は
六
合
肱
談
博
物
新
編
地
和
全
志
其
齢
の
書
を
事
て
敷
か
た
い
い
)
」

「
英
筆
書
院
其
他
各
書
院
あ
り
:
:
:
英
華
文
学
上
の
書
籍
多
く
此
の
地
に
て
刊
行
す
英
人
華
学
を
修
業
す
る
も
の
皆
勉
強
刻
苦
固
よ
り

浅
近
に
あ
ら
す
其
教
法
の
由
来
す
る
所
を
研
究
す
る
た
め
其
学
問
の
源
委
を
考
察
し
其
治
体
風
俗
よ
り
歴
代
の
沿
革
政
典
律
令
は
勿
論
日

用
文
章
ま
で
糟
究
し
其
書
を
課
し
其
説
を
著
し
大
事
業
を
遂
る
も
の
其
人
乏
し
か
ら
ず
文
明
の
素
あ
る
人
心
の
精
神
あ
る
学
術
の
上
に
従

事
す
る
こ
と
乃
国
の
強
盛
に
し
て
人
智
の
英
霊
周
密
な
る
所
以
を
徴
す
る
に
足
れ
引
)
」

益
頭
駿
次
郎
の
記
し
た
前
の
文
章
に
は
、
い
く
ら
か
思
い
込
み
が
あ
る
よ
う
で
事
実
に
も
多
少
間
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
二
つ
の
文
章
を

通
じ
て
、
「
中
華
の
学
L

「
華
学
」
を
学
び
広
め
る
こ
と
に
お
い
て
、
「
蛮
夷
の
人
」
が
「
中
華
の
人
」
を
し
の
ぎ
両
者
そ
の
所
を
変
え
る
と
い

う
逆
説
的
な
事
実
が
認
識
さ
れ
、
「
中
華
」
の
国
と
「
蛮
夷
の
国
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
観
念
が
ゆ
す
ぶ
ら
れ
る
さ
ま
が
う

か
が
わ
れ
よ
う
。
け
れ
ど
も
英
国
か
ら
の
「
中
華
の
学
」
の
碩
学
の
姿
が
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
る
反
面
、
彼
と
「
交
接
」
し
て
協
力
す

る
中
国
人
の
影
が
薄
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
否
め
な
い
だ
ろ
う
。
「
中
華
」
と
「
蛮
夷
」
の
文
化
的
葛
藤
が
日
本
に
お
け
る
よ
り
は
る
か
に
厳

し
か
っ
た
中
国
に
お
い
て
、
西
洋
宣
教
師
に
協
力
し
、
そ
の
中
で
二
つ
の
文
明
の
摩
擦
を
深
く
く
ぐ
っ
た
人
々
の
聞
か
ら
、
王
揺
の
よ
う
に

中
国
の
旧
体
制
の
改
革
を
唱
え
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
知
識
人
が
生
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
だ
が
。

上
海
と
は
異
な
り
、
香
港
は
中
国
人
の
社
会
と
し
て
は
新
開
地
だ
っ
た
か
ら
、
日
本
人
訪
問
者
と
中
国
人
と
の
、
見
物
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

の
域
を
こ
え
る
交
渉
は
乏
し
い
。
そ
の
中
で
何
と
い
っ
て
も
目
立
つ
の
は
羅
森
と
い
う
広
東
の
人
だ
ろ
う
。
日
本
人
旅
行
者
の
一
部
は
か
ね
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説

て
羅
森
に
親
し
み
を
抱
い
て
お
り
、
ま
た
彼
が
当
時
香
港
に
住
ん
で
い
る
こ
と
も
知
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
他
方
羅
森
の
側
で
も
日
本
の

使
節
団
が
香
港
に
立
ち
寄
る
の
を
知
る
と
、
彼
ら
の
旅
宿
を
訪
ね
て
、
熱
心
に
あ
る
い
は
強
引
に
面
会
を
求
め
た
。
文
久
の
竹
内
遣
欧
使
節

団
の
障
員
市
川
渡
は
、
香
港
に
着
く
と
、
大
槻
盤
漢
に
托
さ
れ
た
書
帖
を
も
っ
て
羅
森
に
面
会
し
、
揮
事
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
し
、
同
行

の
医
師
高
島
裕
啓
は
、
日
記
に
「
午
後
清
人
羅
森
ナ
ル
者
来
リ
強
テ
見
ヲ
請
フ
彼
レ
懐
中
ヨ
リ
一
少
冊
子
ヲ
出
シ
余
ニ
示
ス
取
テ
之
ヲ
見
ル

ニ
東
洋
行
記
ト
題
ス
先
ニ
殿
下
ニ
呈
セ
リ
其
誇
同
人
ノ
手
ニ
出
ヅ
版
ル
ノ
白
行
ヲ
記
シ
テ
清
帝
ニ
献
ズ
ト
云
フ
余
幸
ニ
清
土
ノ
風
俗
長
毛
ガ

顛
末
ヲ
問
ヒ
棲
々
筆
語
昏
黒
ニ
去
ル
」
と
記
し
、
日
記
の
別
冊
に
は
、
薬
用
の
広
東
人
夢
に
つ
い
て
羅
森
に
た
ず
ね
た
筆
談
の
記
録
を
残
し

て
い
旬
。
羅
森
は
そ
の
後
慶
応
元
年
の
遣
仏
使
節
柴
田
剛
中
が
香
港
に
立
寄
っ
た
際
も
姿
を
見
せ
て
い
る
。
柴
田
の
日
記
に
よ
れ
ば
「
旅
亭

タ
餐
会
席
上
へ
、
先
年
亜
園
ベ
ル
リ
に
障
ひ
御
国
へ
渡
来
せ
羅
存
徳
:
:
:
入
り
来
り
、
昔
時
ノ
義
杯
申
出
、
漢
英
対
訳
書
一
冊
を
贈
り
、
私

宅
入
来
を
乞
へ
り
。
摸
稜
の
挨
拶
い
た
し
置
。
」
と
態
よ
く
あ
し
ら
わ
れ
た
わ
け
だ
が
、
翌
日
に
は
再
び
柴
田
に
「
著
述
書
類
七
冊
」
を
贈
っ

論

て
い
る
。
羅
森
は
広
東
の
人
、
号
伺
喬
、
広
東
に
派
遣
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
宣
教
師
で
す
ぐ
れ
た
中
国
学
者
の

S
・

w
・
ウ
ィ

リ
ア
ム
ス
(
衛
廉
土
)
と
交
わ
り
が
あ
り
、
嘉
永
七
(
一
八
五
四
)
年
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
が
ペ
リ
l
艦
隊
の
通
訳
と
し
て
日
本
に
赴
く
時
、

頼
ま
れ
て
同
行
し
た
。
日
本
で
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
を
助
け
て
日
米
接
衝
の
外
交
文
書
作
製
に
当
っ
た
だ
け
で
な
く
、
筆
談
に
よ
っ
て
多
く

の
日
本
土
人
と
交
わ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
羅
森
ブ

l
ム
を
ま
き
起
し
た
。
帰
国
し
て
後
、
日
本
へ
の
紀
行
と
日
本
士
人
と
の
筆
談
に
よ
る
交

歓
の
記
録
を
、
威
豊
四
こ
八
五
四
)
年
、
レ
ッ
グ
の
『
還
遁
貫
珍
』
に
連
載
し
た
も
の
が
『
日
本
紀
行
』
あ
る
い
は
先
の
文
章
に
『
東
洋

行
紀
』
と
記
さ
れ
て
い
る
記
録
で
、
こ
れ
も
日
本
に
伝
わ
り
写
本
で
流
布
し
た
。
彼
も
ま
た
中
国
の
条
約
港
や
香
港
で
中
国
の
伝
統
文
化
と

欧
米
宣
教
師
が
も
た
ら
し
た
西
洋
文
化
の
摩
擦
の
は
ざ
ま
で
育
っ
た
知
識
人
の
一
人
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

羅
森
の
よ
う
に
す
で
に
日
本
人
と
の
聞
に
交
渉
が
あ
っ
た
者
は
格
別
と
し
て
も
、
中
国
人
か
ら
筆
談
を
求
め
ら
れ
て
深
い
話
題
に
ふ
み
込

ん
で
ゆ
く
こ
と
も
、
時
に
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
慶
応
二
(
一
八
六
六
)
年
、
土
佐
藩
士
結
城
幸
安
と
と
も
に
英
国
に
渡
っ
た
薩
摩
藩
士

北法38(5-6・1.192) 1228 



中
井
弘
の
場
合
。

「
英
同

(
l
コ
ン
ス
ル
)
ヲ
訪
ヒ
大
石
住
ノ
高
閣
ニ
至
ル
。
支
那
人
数
名
ア
リ
。
筆
談
ヲ
乞
フ
。
余
数
事
ヲ
書
シ
テ
之
ニ
示
ス
。
其
輩
大

ニ
喜
ビ
一
ツ
ノ
客
室
ニ
伴
ヒ
茶
菓
ヲ
供
ス
。
余
日
ク
。
西
洋
人
ノ
亜
細
亜
洲
ニ
移
住
ス
ル
ハ
印
度
、
支
那
ヲ
以
テ
始
メ
ト
ナ
ス
。
其
交
易

通
商
ノ
盛
大
ナ
ル
モ
支
那
、
印
度
、
米
堅
ヲ
文
第
一
ト
ス
。
今
日
聖
賢
ノ
大
道
衰
へ
耶
蘇
教
盛
ナ
リ
。
此
ヲ
捨
テ
彼
ヲ
取
ル
、
高
民
ノ
為

ニ
是
非
得
失
ノ
在
ル
慮
ヲ
聞
ン
ト
。
支
那
人
日
ク
酒
々
タ
ル
天
下
皆
是
ナ
リ
。
宣
濁
印
度
支
那
ノ
ミ
ナ
ラ
ン
ヤ
。
傷
時
ノ
事
姑
ク
説
ク
ナ

カ
レ
ト
。
」

中
国
人
の
こ
の
よ
う
な
返
答
か
ら
、
中
井
が
ど
の
よ
う
な
中
国
認
識
を
も
つ
に
い
た
っ
た
か
は
、
す
ぐ
後
に
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

香
港
か
ら
遠
く
な
い
広
東
は
、
阿
片
戦
争
の
故
地
と
し
て
日
本
の
土
人
の
脳
裡
に
焼
き
付
い
て
い
た
し
、
日
本
で
広
く
読
ま
れ
た
合
信
(
ロ

ン
ド
ン
宣
教
会
の
宣
教
医
切
・
国
各

8
ロ
)
の
『
全
体
新
論
』
『
博
物
新
編
』
の
刊
行
地
と
し
て
も
記
憶
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
、
香
港
に
寄

港
し
た
日
本
人
の
中
に
は
、
短
か
い
滞
在
期
間
の
聞
に
広
東
ま
で
足
を
の
ば
す
こ
と
を
考
え
た
者
も
い
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
中
井
弘

は
香
港
到
着
の
そ
の
日
に
広
東
ま
で
珠
江
を
遡
り
、
水
上
生
活
民
の
舟
に
と
り
固
ま
れ
て
、
広
東
の
印
象
を
「
厭
ブ
ベ
シ
其
船
ノ
不
潔
甚
ダ

シ
」
と
記
し
て
い
る
。

幕末西洋行と中国見聞(ー)

一
八
六

0
年
代
に
お
い
て
も
、
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
上
海
に
比
べ
れ
ば
交
渉
が
乏
し
い
香
港
だ
っ
た
が
、
そ
こ
で
も
中
国
を
蚕
食
し
た

英
国
統
治
と
そ
れ
に
服
す
る
中
国
人
と
の
対
照
は
、
日
本
人
旅
行
者
に
強
烈
な
印
象
を
残
し
た
。
香
港
に
つ
い
て
の
、
彼
ら
の
線
括
的
な
記

述
の
い
く
つ
か
を
見
て
先
に
進
む
こ
と
に
し
た
い
。

香
港
は
「
英
政
ヲ
聞
ク
今
ニ
二
十
齢
年
然
レ
ド
モ
土
人
猶
恢
復
ノ
志
ア
リ
誠
意
心
服
ス
ル
者
少
ト
云
」
と
、
中
国
人
の
聞
に
く
す
ぶ
る
英

国
支
配
に
対
す
る
不
満
と
抵
抗
の
存
在
も
見
逃
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
「
土
人
清
人
は
英
夷
に
附
し
清
朝
の
政
廷
を
不
聞
英
政
を
聴
く
こ
と
凡

二
十
年
と
云
、
是
に
清
官
吏
一
雨
輩
是
港
に
留
り
併
し
其
樺
英
夷
に
奪
れ
木
偶
人
の
如
し
と
云
」
と
い
う
の
が
動
か
し
難
い
現
実
で
あ
る
。
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説

こ
の
よ
う
な
「
英
夷
」
の
蹴
屋
を
も
た
ら
し
た
原
因
は
何
か
。

そ
れ
を
中
国
自
身
の
側
の
内
因
、
と
り
わ
け
民
情
の
類
廃
と
悪
政
に
見
出
す
発
想
が
、

し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

論

「
民
風
都
テ
野
郡
且
投
滑
也
既
ニ
我
邦
人
ヲ
見
テ
ハ
接
近
園
績
喧
間
喋
々
ト
シ
テ
耳
遵
ニ
審
シ
ク
必
プ
檀
敬
ヲ
知
ル
無
シ
中
ニ
ハ
貧
埜

無
断
ノ
者
ア
リ
テ
時
ニ
旅
人
ノ
行
李
ヲ
奪
ヒ
去
ル
事
ナ
ト
憧
之
有
由
堂
々
タ
ル
大
国
ニ
シ
テ
知
今
英
夷
ニ
鞭
韓
腫
使
ヲ
ウ
ケ
奴
隷
視
セ
ラ

ル
自
ラ
由
ル
所
有
也
」
(
市
川
渡
)

「
近
来
聖
人
之
大
道
衰
へ
支
那
後
世
ノ
徒
聖
賢
ニ
模
擬
ス
ル
者
梢
モ
ス
レ
ハ
固
恒
ノ
見
解
ヲ
持
シ
、
古
ノ
英
雄
ヲ
以
自
ラ
比
角
シ
自
己
ノ

伎
何
万
々
及
パ
サ
ル
ヲ
察
セ
ズ
、
妄
ニ
其
志
ヲ
遂
ゲ
ン
ト
欲
ス
。
彼
ノ
世
人
ノ
論
ヲ
見
ル
ニ
彼
ト
我
ト
ノ
長
短
ヲ
議
シ
終
ニ
帰
著
ス
ル
処

ナ
シ
。
錐
然
古
今
時
勢
ノ
沿
革
官
天
測
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
。
深
ク
怪
ム
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
シ
」
(
中
井
弘
)

そ
し
て
高
島
祐
啓
は
香
港
見
聞
の
記
事
を
、
「
思
ひ
き
や
聖
の
国
の
民
草
も
え
み
し
の
風
に
な
び
く
も
の
と
は
」
と
い
う
歌
で
し
め
く

く
っ
て
い
る
。
中
井
弘
の
「
近
来
聖
人
之
大
道
衰
へ
云
々
」
と
い
う
一
節
が
、
先
に
見
た
彼
の
「
聖
賢
ノ
大
道
衰
へ
云
々
」
と
問
い
か
け
た
、

中
国
人
と
の
問
答
に
関
連
す
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
そ
し
て
「
後
世
ノ
徒
聖
賢
ニ
模
擬
ス
ル
者
」
へ
の
批
判
は
、
上
海
の
項
で
見
た
中

華
思
想
へ
の
批
判
と
共
通
し
、
「
古
今
時
勢
ノ
沿
革
菅
天
測
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
」
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
見
た
「
宇
内
形
勢
之
推
移
」
や
さ
ら
に
は
「
世

界
の
開
化
」
と
共
通
す
る
も
の
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

3 

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
そ
の
他
の
寄
港
地
で

上
海
と
香
港
と
い
う
中
国
が
西
洋
に
対
し
て
開
い
た
二
大
門
戸
を
離
れ
た
後
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
目
ざ
す
船
旅
の
日
本
人
た
ち
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
本
土
ま
で
、
な
お
西
力
東
漸
の
あ
と
を
た
ど
り
、
英
仏
両
国
の
植
民
地
の
諸
港
に
立
ち
寄
り
、
各
所
で
中
国
人
と
そ
の
社
会
に
接
し

北法38(5-6・1'194) 1230 



幕末西洋行と中国見聞(ー)

ペ
ナ
ン
、
ボ
ン
ベ
イ
を
経
て
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
ま
で
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
港
に
つ
い
て
一
様
に
、
「
流
寓
」
の
中
国
人
が
貧
し
く
、
多
く
は
ホ
テ
ル
の
給
仕
や
小
使
か
ら
港
の
沖
仲
仕
に
い
た
る
ま
で
の
肉
体
労

働
に
酷
使
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
商
人
で
あ
る
場
合
も
白
人
に
比
べ
れ
ば
庖
も
住
居
も
み
す
ぼ
ら
し
く
汚
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
は
、
中
国
人
社
会
が
最
も
古
く
規
模
が
大
き
く
、
碇
泊
の
期
間
も
比
較
的
長
く
、
上
陸
し
て
中
国
人
に
接
す
る
機
会
も
他
所
よ

り
多
い
の
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
だ
っ
た
。
そ
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
文
久
二
年
の
竹
内
遣
欧
使
節
団
は
、
も
と
尾
張
回
船
の
水
夫
だ
っ
た

音
吉
と
名
の
る
日
本
人
の
訪
問
を
受
け
て
い
る
。
彼
は
使
節
団
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
到
着
の
少
し
前
ま
で
長
く
上
海
に
住
ん
で
お
り
、
使
節
団

の
人
々
は
、
彼
か
ら
太
平
天
国
の
反
乱
を
め
ぐ
る
中
国
の
政
情
に
つ
い
て
、
最
新
の
情
報
を
聞
き
出
し
て
い
的
。
太
平
天
国
軍
に
つ
い
て
は
、

西
洋
行
の
人
々
は
、
す
で
に
上
海
で
も
香
港
で
も
事
情
探
索
に
つ
と
め
て
お
り
、
音
吉
が
語
る
と
こ
ろ
は
、
そ
こ
で
え
ら
れ
た
情
報
と
大
筋

で
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
注
目
に
値
す
る
の
は
、
新
帝
同
治
帝
の
統
治
体
制
に
つ
い
て
の
見
方
で
あ
る
。
音
吉
の
談
話
を
記
す
も
の
の
中
に

は
、
益
頭
駿
次
郎
の
よ
う
に
、
新
し
い
政
権
に
つ
い
て
「
嘗
時
支
那
の
同
治
帝
:
:
:
戚
豊
帝
の
子
に
し
て
其
年
七
歳
頗
る
英
仏
人
民
の
望
み

を
得
た
る
な
れ
は
定
て
英
仏
も
官
軍
に
左
担
す
へ
く
別
て
嘗
帝
を
羽
翼
せ
は
恭
親
王
:
:
:
は
性
廉
直
に
し
て
外
国
人
も
深
く
感
賞
せ
し
人
な

り
し
」
と
積
極
的
な
評
価
を
記
す
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
音
吉
の
話
を
最
も
詳
し
く
生
き
生
き
と
伝
え
る
高
島
祐
啓
の
手
記
は
、
そ
れ
と

は
か
な
り
異
っ
て
い
た
。

た
。
そ
れ
は
、

サ
イ
ゴ
ン
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
始
ま
り
、

「
清
ハ
先
ニ
威
豊
帝
崩
ジ
太
子
載
淳
即
位
同
治
ト
改
元
ス
然
レ
ド
モ
年
終
ニ
八
歳
ニ
シ
テ
自
ラ
園
政
ヲ
執
ル
ノ
智
ナ
ク
好
臣
上
ニ
在
忠

臣
下
ニ
埋
ル
因
テ
諸
士
賄
賂
ヲ
以
テ
高
官
ニ
登
リ
忠
義
ヲ
忘
レ
君
父
ヲ
後
ニ
シ
唯
名
利
ヲ
先
ニ
ス
ル
ノ
徒
ノ
ミ
故
-
一
民
人
志
ヲ
失
ヒ
遂
ニ

逃
去
英
傍
ニ
救
ヒ
ヲ
請
ヒ
然
シ
テ
上
海
ニ
入
者
凡
二
百
徐
寓
人
英
悌
八
百
五
十
人
ノ
兵
ヲ
出
シ
長
毛
ガ
兵
三
千
人
ト
戦
ヒ
暫
時
二
長
毛
五

百
人
ヲ
殺
シ
齢
ハ
逃
去
者
幾
敷
:
:
:
ト
上
海
戦
争
ノ
図
並
ニ
同
所
地
図
一
枚
ヲ
持
来
リ
頗
ル
委
曲
ニ
騨
述
シ
タ
リ
時
」

「
清
朝
猶
幼
主
年
競
を
同
治
と
改
む
今
年
元
年
也
漏
朝
の
人
皆
賄
賂
を
以
官
に
進
み
民
を
虚
し
豪
傑
の
士
あ
り
と
い
へ
と
も
不
用
可
措
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説

方
今
過
半
紅
毛
に
合
し
凱
を
為
す
と
云
り
よ
ろ
し
く
鑑
と
な
す
へ
き
か
」

と
い
う
の
も
同
じ
様
な
理
解
だ
ろ
う
。
同
治
中
興
期
の
恭
親
王
の
政
権
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
政
府
の
腐
敗
と
民
心
の
離
反
と

論

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
ひ
ろ
ま
っ
て
ゆ
く
よ
う
で
あ
る
。

4 

船
中
に
て

文
久
二
年
の
幕
府
遣
欧
使
節
団
の
よ
う
に
、
交
渉
相
手
国
が
用
意
し
た
軍
艦
で
旅
し
た
グ
ル
ー
プ
や
、
井
上
馨
・
伊
藤
博
文
ら
長
州
藩
士

の
よ
う
に
貨
物
帆
船
で
水
夫
見
習
の
よ
う
に
し
て
密
航
し
た
者
を
除
け
ば
、
西
洋
を
目
ざ
す
人
々
は
、
上
海
か
香
港
で
英
仏
あ
る
い
は
ア
メ

リ
カ
の
「
飛
脚
船
」
を
つ
か
ま
え
る
の
が
ふ
つ
う
だ
つ
た
。
そ
し
て
上
海
や
香
港
を
出
帆
し
て
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
着
く
ま
で
、
特
に
ス
エ

ズ
以
東
の
長
い
船
旅
が
ま
た
、
中
国
人
と
の
出
会
い
の
場
だ
っ
た
。
長
い
船
中
の
社
会
は
国
際
社
会
の
縮
図
で
あ
り
、
彼
ら
は
そ
こ
で
、
西

洋
の
中
に
組
み
こ
ま
れ
た
中
国
の
現
実
に
接
し
て
強
い
印
象
を
受
け
る
の
で
あ
る
。

多
く
の
旅
行
者
が
便
船
に
乗
込
む
ご
と
に
ま
ず
気
づ
か
さ
れ
る
の
は
、
「
船
中
ノ
使
役
夫
ハ
縛
テ
支
那
人
ナ
リ
墨
(
|
ア
メ
リ
カ
)
夷
等
ハ

見
エ
ス
」
と
か
「
水
夫
等
大
低
広
東
人
ニ
テ
曲
ヲ
謡
へ
月
琴
ヲ
弾
ス
ル
ヲ
見
ル
」
と
い
う
現
実
だ
っ
た
。
そ
し
て
あ
る
者
は
、
英
国
船
に
限
つ

て
イ
ン
ド
人
や
中
国
人
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、

そ
の
理
由
に
つ
い
て
こ
う
の
べ
て
い
る
。

「
嘗
船
も
同
マ
ト
ロ
ス
共
(
是
内
支
那
人
六
人
見
た
り
)
先
船
と
同
様
印
度
人
を
用
ゆ
英
船
に
訟
で
は
我
園
へ
徳
を
付
候
様
給
金
安
き
者

を
用
ゆ
悌
船
は
法
(
フ
ラ
ン
ス
)
政
府
に
て
損
を
致
し
飛
却
す
る
と
の
由
し
」

「元

(
l
こ
れ
ま
で
乗
っ
て
来
た
)
悌
船
は
丁
寧
に
し
て

E
つ
マ
ト
ロ
ス
に
到
る
迄
日
本
人
に
封
し
失
曜
な
く
皆
丁
寧
な
り
嘗
船
は
マ
ト

ロ
ス
皆
印
度
人
を
用
ゆ
其
の
内
に
英
の
マ
ト
ロ
ス
只
六
七
人
而
巳
是
内
に
支
那
人
五
六
人
マ
ト
ロ
ス
の
内
に
居
た
り
是
は
唐
人
に
し
て

E
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刺
比
亜
直
弗
利
加
の
人
に
用
ひ
ら
る
我
園
を
安
す
ん
ず
る
の
基
也
と
存
す
」

低
賃
金
だ
か
ら
経
済
的
|
「
徳
」
ー
で
あ
り
、
か
つ
「
我
国
を
安
ん
ず
る
の
基
」
な
の
だ
と
い
う
認
識
が
明
ら
か
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
低

賃
金
で
非
熟
練
労
働
に
使
わ
れ
る
中
国
人
水
夫
の
状
態
は
一
行
の
目
を
惹
い
た
。
し
か
し
中
国
人
水
夫
に
つ
い
て
の
記
事
の
中
で
、
最
も
激

し
い
感
情
を
こ
め
て
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
出
来
事
で
あ
る
。
元
治
元
年
の
池
田
遣
仏
使
節
団
の
帰
途
、
一
行
の
乗
る
英
国
客

船
が
台
湾
海
峡
で
、
日
本
の
千
石
積
ほ
ど
の
中
国
船
が
沈
没
に
瀕
し
、
二
五
・
六
人
が
助
け
を
求
め
て
叫
ん
で
い
る
の
に
出
会
っ
た
。
船
長

は
蒸
気
を
お
と
し
て
近
寄
り
、
ボ
ー
ト
を
下
し
て
助
け
よ
う
と
試
み
た
け
れ
ど
も
、
中
国
船
の
帆
柱
は
折
れ
て
一
本
だ
け
残
り
ふ
な
べ
り
も

砕
け
て
堤
が
切
れ
た
よ
う
に
波
が
打
入
る
、
「
何
分
見
ル
ニ
哀
レ
ナ
ル
有
様
」
を
自
の
前
に
し
な
が
ら
、
救
助
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
結
局
見

捨
て
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
も
「
水
夫
ハ
支
那
人
ニ
テ
其
取
捌
キ
方
甚
タ
手
緩
」
い
か
ら
で
、
「
唯
欧
羅
巴
水
夫
ナ
レ
パ
何
ト
カ
救
助
出
来
得
ベ

シ
」
と
聞
い
た
と
い
う
こ
の
記
事
は
、
「
邦
人
等
彼
舟
の
一
帆
橋
残
レ
ル
ヲ
顧
望
シ
テ
其
情
ヲ
想
像
し
殊
ニ
偶
然
ノ
情
ニ
堪
ヘ
ザ
リ
キ
」
と
結

ぼ
れ
て
い
る
。

船
中
社
会
の
も
う
一
つ
の
中
国
人
グ
ル
ー
プ
は
船
客
で
あ
り
、
日
本
人
船
客
は
、
彼
ら
が
船
客
と
し
て
差
別
さ
れ
る
の
を
目
の
あ
た
り
に

し
た
。
そ
し
て
当
の
日
本
人
船
客
は
、
船
員
の
ハ
イ
ア
ラ
ー
キ

l
の
中
で
最
下
層
の
中
国
人
給
仕
や
水
夫
か
ら
も
不
当
な
扱
い
を
受
け
る
こ

幕末西洋行と中国見聞(ー)

と
が
あ
ヲ
た
。

「
満
船
中
英
人
は
甚
だ
権
威
あ
り
。
而
し
て
給
仕
の
者
迄
も
欧
羅
巴
人
は
甚
だ
尊
び
能
く
使
令
に
供
す
る
な
れ
ど
日
本
人
は
一
位
粗
略
に

扱
ふ
。
貰
に
残
念
な
り
。
願
は
く
ば
政
府
早
く
海
軍
を
起
し
、
我
邦
の
飛
脚
船
を
製
し
、
吾
園
の
旅
客
を
乗
せ
、
四
海
に
横
行
せ
ば
、
旭

章
の
御
旗
盛
ん
な
る
べ
く
、
邦
人
の
権
威
も
生
ず
べ
し
と
日
夜
祈
る
慮
な
り
。
又
退
き
考
ふ
る
に
方
今
御
園
威
の
海
外
に
輝
き
居
る
事
未

だ
六
¥
し
。

可
驚
哉
彼
の
支
那
は
知
此
の
大
固
な
れ
ど
一
一
腰
の
軍
艦
を
備
へ
ず
一
隊
の
兵
卒
な
く
迂
澗
語
詞
を
以
て
尊
び
居
り
、
欧
人
に
都
ま
れ
、
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説

既
に
英
の
飛
脚
船
な
ど
に
支
那
人
は
い
か
ゃ
う
の
大
金
出
す
と
も
第
一
等
の
室
に
入
る
を
許
さ
ず
と
い
ふ
。
此
度
上
海
の
支
那
領
を
訪
れ

見
る
に
其
の
風
俗
季
世
の
故
か
、
只
々
乞
食
様
の
者
の
み
多
く
、
人
物
み
な
迂
愚
の
容
貌
を
顛
は
せ
り
。
上
海
域
な
ど
城
壁
破
壊
し
、
一

護
の
弾
丸
を
以
て
容
易
に
之
を
抜
く
を
得
べ
し
。

依
而
考
ふ
る
に
、

E
細
E
洲
中
の
各
園
、
海
外
に
横
行
す
べ
き
も
の
は
只
濁
り
日
本
の
み
。
余
思
ふ
に
二
三
十
年
の
後
、
東
方
の
大
島

一
つ
の
欧
羅
巴
を
生
ず
べ
し
と
。
」

論

「
多
人
数
乗
込
水
夫
大
形
支
那
人
也
。
日
本
人
ヨ
リ
被
使
候
コ
ト
甚
嫌
フ
、
故
一
ヲ
以
考
フ
ル
ニ
日
本
武
不
振
ヲ
思
ヒ
シ
ル
一
日
モ
早
ク
不

問
ア
ラ
ス
」

こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
、
中
国
人
や
日
本
人
が
船
客
と
し
て
差
別
待
遇
を
受
け
る
の
は
、
中
国
や
日
本
が
国
家
と
し
て
軍
事
的
に
弱
少
な
た

め
で
あ
る
と
い
う
現
状
理
解
と
、
日
本
は
そ
の
よ
う
な
惨
状
か
ら
脱
出
す
る
た
め
に
海
軍
と
商
船
隊
を
興
し
て
「
国
威
」
を
あ
げ
よ
と
い
う

提
言
で
あ
る
。
現
状
認
識
に
お
い
て
も
提
言
に
お
い
て
も
、
個
人
の
屈
辱
と
名
誉
と
が
国
家
の
そ
れ
と
同
一
化
す
る
と
い
う
思
考
が
両
者
に

共
通
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
(
未
完
)

一
九
八
七
・
一
一
・
一
七

、ま(
1
)
小
論
は
、
拙
稿
「
西
洋
『
探
索
』
と
中
国
二
)
」
『
北
大
法
学
論
集
』
第
二
九
巻
第
三
・
四
号
(
一
九
七
八
年
)
の
続
稿
で
あ
る
が
、
こ
の
論
文

の
発
表
後
あ
ま
り
長
く
経
っ
た
の
で
、
別
個
の
論
文
の
形
を
と
っ
た
。
小
論
で
前
稿
と
は
右
論
文
を
さ
す
。

な
お
小
論
に
引
く
日
記
・
書
簡
等
の
日
付
は
全
て
原
文
に
付
さ
れ
た
陰
暦
の
そ
れ
で
あ
る
。

(
2
)
池
田
長
発
使
節
団
に
定
役
と
し
て
随
行
し
た
記
録
「
奉
使
日
記
L

。
土
屋
喬
雄
他
編
『
杉
浦
譲
全
集
、
第
一
巻
』
(
同
刊
行
会
・
一
九
七
八
年
、

以
下
『
杉
浦
I
』
と
略
す
)
一
七
六
頁
。
杉
浦
は
こ
の
翌
年
元
治
二

l
慶
応
元
ご
八
六
五
)
年
三
月
か
ら
翌
月
に
か
け
て
、
上
海
に
お
け
る
長
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州
藩
の
密
貿
易
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
上
海
に
派
遣
さ
れ
、
さ
ら
に
慶
応
三
(
一
八
六
七
)
年
、
パ
リ
万
国
博
使
節
の
随
員
と
し
て
渡
欧
、
長

短
あ
わ
せ
て
五
回
上
海
を
訪
れ
て
い
る
。
慶
応
元
年
の
上
海
行
の
際
に
は
「
上
海
探
索
出
張
復
命
書
」
「
中
国
貿
易
調
査
書
」
の
二
篇
を
残
し
て
お

り
、
い
ず
れ
も
『
杉
浦
譲
全
集
・
第
一
巻
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
幕
府
は
、
こ
の
慶
応
元
年
の
調
査
団
の
ほ
か
に
、
中
国
と
の
貿
易
お
よ
び
条
約
締
結
の
可
能
性
を
探
る
た
め
、
文
久
二
(
一
八
六
ニ
)
年
、

元
治
元
(
一
八
六
四
)
年
、
慶
応
三
(
一
八
六
七
)
年
の
三
回
、
合
計
四
回
に
わ
た
っ
て
、
上
海
に
調
査
団
を
派
遣
し
た
。
こ
の
三
回
の
い
ず
れ

に
つ
い
て
も
公
私
の
記
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
特
に
文
久
二
年
の
官
船
千
歳
丸
の
一
行
の
そ
れ
は
質
量
と
と
も
に
豊
か
で
あ
る
。
小
論
に
登
場
す

る
杉
浦
愛
蔵
、
五
代
友
厚
、
名
倉
予
何
人
や
、
そ
の
他
小
論
で
は
ふ
れ
ら
れ
な
い
が
西
吉
十
郎
、
森
山
多
吉
郎
、
小
出
千
之
助
ら
な
ど
上
海
派
遣

と
西
洋
行
と
両
方
の
経
験
を
持
つ
者
が
お
り
、
上
海
派
遣
使
節
の
上
海
経
験
と
西
洋
行
グ
ル
ー
プ
の
そ
れ
と
の
関
連
や
比
較
は
興
味
深
い
が
こ
こ

で
は
省
略
す
る
。
な
お
千
歳
丸
の
上
海
派
遣
と
見
聞
記
録
に
つ
い
て
の
最
近
の
ゆ
き
届
い
た
研
究
と
し
て
、
春
名
徹
「
一
八
六
二
年
幕
府
千
歳

丸
の
上
海
派
遣
」
田
中
健
夫
編
『
日
本
前
近
代
の
国
家
と
対
外
関
係
』
(
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
)
所
収
、
が
あ
る
。

(3)

『
杉
浦
I
』
三
五
九
頁
。

(
4
)

「
航
海
目
録
」
(
会
津
若
松
市
立
会
津
図
書
館
蔵
自
筆
稿
本
)
元
治
元
年
一
月
六
日
の
項
。
佐
原
盛
純
は
、
金
上
佐
輸
と
名
の
り
、
正
使
池
田
長

発
の
従
者
と
な
っ
て
遺
仏
の
一
行
に
加
わ
っ
て
い
る
。

(5)
同
前
七
月
一
一
一
一
日
の
項
。

(
6
)
杉
浦
寸
前
掲
」
(
注
2
)

一
月
六
日
の
項
、
『
杉
浦
I
』
一
二
六
頁
。

(
7
)

「
航
西
日
記
」
『
日
本
史
籍
協
会
叢
書
・
渋
沢
栄
一
滞
仏
日
記
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
七
年
、
以
下
『
渋
沢
』
と
略
す
)
九
i
一
O
頁。

(
8
)
坂
野
正
高
『
近
代
中
国
政
治
外
交
史
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
年
二
九
一
|
九
二
頁
参
照
。
な
お

E
z
-
n
o
F
S
¥行
}
E
E
g宮
町
田
吉
日

自己

p
m
-ユ
ヨ
百
円
同

Z
5
0
0
1
-ロ
』
・
同
門
司
曲
目
円

σswa--nas守
4.
合
同
包
「
札
。
。
。
¥
(
リ
宣
言
〈
。
--H0・(
U
即
日
耳
目
色
m
m
d・同
J
E吋
∞
・
が
在
中
宣

教
師
の
文
化
的
活
動
と
そ
の
背
景
を
な
す
宣
教
団
体
の
活
動
全
般
に
つ
い
て
の
、
近
年
の
包
括
的
研
究
と
し
て
有
益
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の

「
ミ
ツ
シ
ヨ
ナ
リ
・
シ
ノ
ロ

1
グ
」
の
個
々
の
経
歴
や
彼
ら
の
中
文
著
作
と
そ
の
日
本
へ
の
流
入
お
よ
び
日
本
版
に
つ
い
て
、
詳
細
正
確
な
点
、

今
日
に
お
い
て
も
小
沢
三
郎
『
幕
末
耶
蘇
教
史
研
究
』
(
亜
細
亜
書
房
、
一
九
四
四
年
)
を
こ
え
る
も
の
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
書
物
の
日
本
で
の
読

ま
れ
方
と
影
響
に
つ
い
て
は
、
増
田
渉
『
西
学
東
漸
と
中
国
事
情
』
(
岩
波
書
底
、
一
九
七
九
年
)
が
役
立
つ
。

(9)
拙
稿
「
『
西
国
立
志
編
』
と
『
自
由
之
理
』
の
世
界
」
日
本
政
治
学
会
編
『
日
本
に
お
け
る
西
欧
政
治
思
想
』
(
岩
波
書
底
、

幕末西洋行と中国見聞(ー)

一
九
七
六
年
)
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三
、
二
一
頁
参
照
。

(
日
)
元
治
元
年
正
月
一
三
日
付
河
田
相
模
守
・
河
津
伊
豆
守
・
池
田
筑
後
守
連
署
の
陸
軍
奉
行
衆
あ
て
書
簡
。
お
よ
び
同
二
一
日
原
田
吾
一
の
藤
沢

肥
後
守
・
川
勝
光
之
輔
あ
て
書
簡
。
『
日
本
史
籍
協
会
叢
書
・
川
勝
家
文
書
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七

O
年
)
一
五
頁
。
な
お
杉
浦
愛
蔵

の
『
泰
使
日
記
』
正
月
一
三
日
の
項
(
杉
浦
I
一一一一

O
l
一
一
-
一
一
頁
)
を
も
参
照
。

(
日
)
幕
府
の
英
国
留
学
生
団
取
締
役
川
路
太
郎
の
日
記
「
英
航
目
録
」
慶
応
二
年
一
一
月
一
日
の
項
、
川
路
柳
虹
『
黒
船
記
』
(
法
政
大
学
出
版
局
、

一
九
五
三
年
)
一
六
五
頁
。

(
ロ
)
渋
沢
「
前
掲
」
(
注
7
)
『
渋
沢
』
八
頁
。

(
日
)
「
英
航
日
録
」
、
川
路
柳
虹
『
前
掲
書
』
(
注
目
)
一
六
六
|
六
七
頁
。

(
M
)
原
平
三
「
徳
川
幕
府
の
英
国
留
学
生
」
『
歴
史
地
理
』
七
九
巻
五
号
、
一
九
四
二
年
、

(
日
)
「
航
海
日
記
」
慶
応
三
年
正
月
一
六
日
の
項
、
『
杉
浦
H
』
四
五
|
四
六
頁
。

(
日
)
佐
原
「
前
掲
」
(
注
4
)
元
治
元
年
七
月
一
一
日
の
項
。
名
倉
は
、
文
久
二
年
千
歳
丸
の
一
行
に
従
者
と
し
て
加
わ
り
「
海
外
目
録
」
「
支
那
闇

見
録
」
「
濯
城
筆
話
」
「
漉
城
筆
話
拾
遺
」
を
残
し
た
(
い
ず
れ
も
影
写
本
が
京
都
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
)
。
名
倉
の
記
録

は
量
質
と
も
に
同
行
メ
ン
バ
ー
の
記
録
中
群
を
ぬ
い
て
お
り
、
か
っ
、
春
名
徹
氏
に
よ
れ
ば
、
一
行
の
記
録
の
中
で
同
時
代
に
流
布
し
た
の
は
、

お
そ
ら
く
名
倉
の
記
録
だ
け
で
あ
る
。
春
名
「
前
掲
論
文
L

(

注
2
)
五
九
四
頁
。

(
灯
)
川
路
柳
虹
『
前
掲
書
』
(
注
日
)
一
六
五
頁
。

(
回
)
「
仁
礼
景
範
航
米
日
記
」
『
鹿
児
島
県
立
短
期
大
学
地
域
研
究
所
研
究
年
報
』
第
一
三
号
(
一
九
八
四
年
)
六
回
頁
、
慶
応
二
年
四
月
二
日
の
項
。

(
凶
)
渋
沢
「
前
掲
」
(
注
7
)
『
渋
沢
』
一

O
頁。

(
却
)
「
海
軍
中
将
松
村
淳
蔵
洋
行
談
」
『
薩
藩
海
軍
史
中
巻
』
(
同
刊
行
会
、
一
九
二
八
年
)

(
幻
)
た
と
え
ば
杉
浦
愛
蔵
寸
前
掲
」
(
注
2
)
『
杉
浦
I
』
一
七
六
頁
。

(n)
「
欧
行
記
」
『
日
本
史
籍
協
会
叢
書
・
遣
外
使
節
目
記
纂
輯
一
二
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、

頁。

(
幻
)
同
前
三
三
七
頁
。

(M)
文
久
四
年
一
月
一
八
日
付
、
『
杉
浦
I
』
三
六
一
頁
。

説論

一
九
九
頁
。

一
九
七
一
年
、
以
下

K
s
mと
略
す
)

四

五
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(
お
)
「
前
掲
」
(
注
2
)
『
杉
浦
I
』
一
七
六
頁
。

(
部
)
「
帰
朝
雑
誌
」
『
杉
浦
H
』
八
四
頁
。

(
幻
)
文
久
二
年
の
竹
内
遺
飲
使
節
団
の
副
使
松
平
康
直
の
従
者
市
川
渡
の
日
記
寸
尾
蝿
欧
行
漫
録
」

K
s
m五
五
六
頁
。

(
却
)
文
久
遺
欧
使
節
団
に
随
行
し
た
医
師
高
島
祐
啓
の
日
記
「
欧
西
行
記
」
(
国
立
国
会
図
書
館
蔵
自
筆
稿
本
)
文
久
二
年
正
月
七
日
の
項
。

(
却
)
文
久
遣
欧
使
節
団
随
員
測
辺
徳
蔵
「
欧
行
日
記
」
文
久
二
年
正
月
一
五
日
の
項
、

k
s
m
二
ニ
頁
。

(
初
)
間
二
月
一
一
日
付
市
川
渡
の
大
槻
盤
渓
あ
て
書
簡
、
『
日
本
史
籍
協
会
叢
書
・
夷
匪
入
港
録
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
七
年
、
以
下
I
N

ー
と
略
す
)
一
九
七
頁
。

(
汎
)
「
前
掲
」
(
注
却
)
文
久
二
年
一
月
七
日
の
項
。

(
泣
)
(
注
却
)
に
同
じ
。

(
犯
)
市
川
「
前
掲
」
(
注
幻
)
二
八

O
l八
一
頁
。

(
担
)
佐
原
「
前
掲
」
(
注
4
)
元
治
元
年
七
月
五
日
の
項
。
王
舗
に
つ
い
て
は
句
同
三
円
。
『
巾
ロ
の
す
ぐ
れ
た
評
伝
切
町
宮
町
富
吋
ミ
h
S
3
3
b芯
礼

hpbwp

ミ
守
~
$
、
ぬ
潟
両

H
M
H
O
b
唱
曲
、
河
A
否
3
s
s
n
p
N
S
h
p
出
血
吋
〈
担
吋
色
白
・

-y・
5
2
を
参
照
。

(お
)
(
u
o
y
g
y
S凡札
-
-
U

・∞-

(
お
)
川
路
柳
虹
『
前
掲
書
』
(
注
目
)
七

O
頁。

(
幻
)
同
前
一
九
八
頁
。

(
お
)
益
頭
駿
次
郎
「
前
掲
」
(
注
ロ

)
K
s
m
一
三
四
頁
。

(
ぬ
)
渋
沢
「
前
掲
」
(
注
7
)
『
渋
沢
』
一
三
頁
。

(ω)
文
久
二
年
二
月
一
一
日
付
大
槻
盤
渓
あ
て
書
簡
I
N
I
一
九
六
頁
。
な
お
「
尾
蝿
欧
行
漫
録
」
は
、
ホ
テ
ル
に
訪
ね
て
来
た
羅
森
に
「
誠
中
和

正
」
と
書
い
て
も
ら
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

K
S
H
二
八
二
頁
。

(
叫
)
「
前
掲
」
(
注
犯
)
文
久
二
年
一
月
七
日
の
項
。

(
位
)
高
島
の
日
記
「
欧
西
紀
行
巻
二
十
」
。
写
本
で
、
高
島
の
旅
先
か
ら
の
書
簡
を
集
め
た
「
浪
の
お
と
づ
れ
」
(
写
本
)
と
合
冊
さ
れ
て
い
る
。
国

立
国
会
図
書
館
蔵
。
な
お
羅
森
か
ら
「
東
洋
行
紀
」
を
贈
ら
れ
た
高
島
は
、
こ
れ
を
自
分
の
「
欧
西
行
紀
」
に
収
録
す
る
計
画
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、

現
存
の
稿
本
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
日
本
の
士
人
と
の
筆
談
の
記
録
を
含
む
「
日
本
紀
行
」
は
、
現
在
『
大
日
本
古
文
書
・
幕
末
外
国
関
係
文
書
』
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説

「
附
録
之
一
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

(
時
)
「
柴
田
剛
中
日
載
」
沼
田
次
郎
・
松
沢
弘
楊
校
注
『
西
洋
見
聞
集
』
(
岩
波
書
底
、
一
九
七
四
年
)
二
六
九
頁
。

(
叫
)
羅
森
の
来
日
と
日
本
土
人
と
の
交
歓
お
よ
び
「
日
本
紀
聞
」
の
写
本
に
よ
る
流
布
に
つ
い
て
は
、
増
田
渉
「
『
藩
清
紀
事
』
と
『
奥
医
大
略
』
」

お
よ
び
「
『
藩
清
紀
事
』
と
そ
の
筆
者
」
(
い
ず
れ
も
増
田
『
前
掲
書
』
(
注
8
)
所
収
)
に
詳
し
く
、
加
藤
裕
三
『
黒
船
前
後
の
世
界
』
(
岩
波
書

底
、
一
九
八
五
年
)
一
一
八
一
九
、
三
五
五
頁
お
よ
び
市
古
宙
三
「
近
代
中
国
の
政
治
と
社
会
(
増
補
版
)
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
七

年
)
一

O
九
|
一
一
一
頁
に
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。

(
必
)
「
航
海
新
説
」
『
明
治
文
化
全
集
外
国
文
化
篇
』
(
日
本
評
論
社
、
一
九
六
八
年
、
以
下
G
B
と
略
す
)
二
八
二
頁
。

(
必
)
同
前
二
八
一
頁
。

(
U
)
高
島
「
前
掲
」
(
注
却
)
。

(
必
)
益
頭
寸
前
掲
」
(
注
辺

)
K
s
m
一
二
八
頁
。

(
刊
)
市
川
「
前
掲
」
(
注
幻
)
K
S
H
二
八
二
頁
。

(
印
)
中
井
「
前
掲
」
(
注
叫
)
G
B
二
八
五
頁
。

(
日
)
高
島
「
前
掲
」
(
注
却
)
、
文
久
二
年
一
月
一

O
日
の
項
。

(
臼
)
尾
張
国
小
野
浦
村
の
水
夫
音
吉
|
乙
吉
と
す
る
記
録
も
あ
る
|
の
生
涯
を
刻
明
に
辿
っ
た
、
春
名
徹
『
に
っ
ぽ
ん
音
吉
漂
流
記
』
(
晶
文
社
、
一

九
七
九
年
)
は
、
音
吉
を
軸
に
し
て
幕
末
の
日
・
中
・
西
洋
の
交
渉
を
考
え
る
の
に
有
益
で
あ
る
。
な
お
同
氏
は
、
元
治
元
年
の
池
田
使
節
団
も

音
吉
に
会
っ
て
い
る
と
し
て
、
「
田
中
廉
太
郎
氏
の
書
翰
」
『
旧
幕
府
』
一
巻
二
号
(
一
八
九
七
年
)
を
引
か
れ
る
が
、
こ
の
表
題
の
下
に
ま
と
め

ら
れ
た
手
紙
二
通
の
中
、
音
吉
と
の
談
話
を
記
す
も
の
は
、
注
(
弘
)
で
ふ
れ
る
高
島
祐
啓
の
書
簡
と
ほ
と
ん
ど
同
文
で
あ
り
、
『
旧
幕
府
』
の
編

集
上
の
手
ち
が
い
で
、
高
換
の
書
簡
が
池
田
使
節
団
随
員
の
田
中
の
そ
れ
と
と
り
ち
が
え
ら
れ
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

(
臼
)
益
頭
「
前
掲
」
(
注
泣

)
K
s
m
一
四
三
頁
。

(
臼
)
高
島
「
前
掲
」
(
注
却
)
文
久
二
年
一
月
二

O
日
の
項
。
な
お
高
島
は
、
こ
れ
と
同
趣
旨
の
手
紙
を
、
二
月
一
一
日
に
、
日
本
に
送
っ
て
お
り
、

写
し
が
「
浪
の
お
と
づ
れ
」
(
注
位
参
照
)
に
あ
る
ほ
か
、
発
信
人
の
名
を
欠
い
て
い
る
が
、

I
N
I
二
O
三
|
一
二

O
頁
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

(
日
)
「
役
々
召
連
」
と
な
っ
て
参
加
し
た
加
賀
藩
土
佐
野
鼎
の
正
月
梅
田
付
三
浦
八
郎
右
衛
門
あ
て
書
簡
、

I
N
-
-
九
O
頁。

(
回
)
佐
原
「
前
掲
」
(
注
4
)
元
治
元
年
七
月
六
日
の
項
。

論
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(
訂
)
同
前
、
七
月
九
日
の
項
。

(
部
)
池
田
使
節
団
副
使
河
津
祐
之
の
従
者
、
岩
松
太
郎
の
日
記
「
航
海
日
記
L

元
治
元
年
六
月
一
九
日
の
項

K
s
m四
七
七
頁
。

(
回
)
同
前
、
六
月
四
日
の
項

K
s
m四
六
七
頁
。

(
印
)
佐
原
「
前
掲
」
(
注
4
)
元
治
元
年
七
月
七
日
の
項
。

(
臼
)
川
路
「
英
航
目
録
」
川
路
柳
虹
『
前
掲
書
』
(
注
目
)
一
六
八
六
九
頁
。

(
位
)
仁
礼
景
範
「
前
掲
」
(
注
目
)
六
八
頁
。
慶
応
二
年
四
月
二
七
日
の
項
。

幕末西洋行と中国見聞(ー)
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Vol. XXXVlHNo.5-6・1(1988) The Hokkaido Law Review 

The Japanese Missions' Encounter with China on their Way 

to the West， 1862-1871 (1) 

Hiroaki MATSUZAWA. 

During the last decade of the Bakufu rule， i.e. in the eighteen-sixties， the 

Bakufu and rival feudal lords sent many envoys and student groups to Europe and 

the United States. Although these missions to the West were originally organized 

as reconnaissance tours to Western 'barbarian' countries， they had a chance on 

their way to meet China as well. As a result， the ]apanese travelers not only 

changed radically their view of the West but also developed a new understanding 

of China. More importantly， their changing view of the West and that of China 

were closely interrelated. 

At that time China was experiencing dual cross-cultural movements. 

While facing invasion of Western culture into its mainland， its people were 

beginning to stream out to Hawaii， the Pacific coast of the American Continents， 

and South East Asia. Thus the development of Western settelments such as those 

in Shanghai and a colony Hong Kong on mainland China proceeded almost 

simultaneously with the growth of Chinese communities in foreign countries in the 

above mentioned areas. Most ]apanese missions to the West in the eighteen-

sixties traveled by Western steamers and along one of the two routes of the 

Western expansion to Asia， one via Hawaii or the other via Western colonies in 

South East Asia. Consequently， the ]apanese missions for the West encountered 

Chinese people and Chinese culture not only at open ports and a colony on the 

Chinese coast but also in Western colonies in South East Asia. Furthemore the 

long voyages provided those ] apanese with ample opportunities to witness the 

conditions of Chinese passengers and sailors in Western ships. Even during their 

stay in Europe and the United States，they came across some Chinese people， 

Chinese things and information about China. 

What the present author intends to investigate is as follows : where and 

what did the ]apanese see and hear of China ? ; from what perspectives? ; through 

what kinds of sources did they obtain information about conditions in China ? ; 

.Professor of History of ] apanese Political Thought 
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how did they interpret their own experiences and their acquired information about 

China ? ; how was their perception of the West as well as China transformed 

thereafter ? ; and， finally， in what way their new changing perception of China 

would mould Japan's attitude and policy towards China in early Meiji years ? 

After surveying the case of the first ]apanese envoy to the United States in 

1860 in his former article (The Hokkaido Law Review， Vol.29， No.3=4)， the author 

in this article investigates the cases of the ]apanese missions to the West from 1862 

to 1871. In the first part of this article (The Hokkaido Law Review， Vol.38， No.5= 

6) the ]apanese missions' experiences at Shanghai， Hong Kong and on board are 

to be examined. 

Japanese travelers were shocked by a striking contrast between the West-

ern settlements and the colonial rule on the one hand and Chinese communities on 

the other; wealth， power， order， and cleanliness vis-a-vis poverty， weakness， 

disorder， and filth. 

They grieved over the reality of the Western predominance over and 

exploitation of China. Yet they tended to assign the main reason for the reality 

to the victim and to blame the Chinese government and people for their decadence 

What is significant in this context is the activities of Western 'missionary 

sinologues'， who offered insightfuI understanding of China. As ]apanese Con-

fucian scholars were especially impressed by what they thought to be a serious 

paradox:電Westernbarbarians' were keener and abler to understand the teachings 

of the sages of the Middle Kingdom! Some of the ]apanese travelers happened to 

meet pioneers of the Chinese reform movement (洋務Yang-wu)，which was 

emerging under the Western influences in littoral China. The ]apanese travelers， 

however， were too much impressed by Western superiority to pay due attention to 

such new developing aspects of China. 
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